
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東海豪雨災害第二次調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



１．調査対象 

 2000年 9月に発生した東海豪雨災害の被災地域住民（4,000世帯）を対象とした。名古屋

市西区（2,000世帯）、新川町（1,000世帯）、西枇杷島町（1,000世帯）において、郵送配布・

訪問回収（未記入者・不在者郵送返送依頼）で行った。西区と新川町では、一部の地域の

みで浸水が発生したため、浸水地域の世帯を住宅地図から無作為抽出した。また、西枇杷

島町ではほぼ全域で浸水が発生したため、住民基本台帳から 2段階無作為抽出した。 

 

２．調査時期 

 東海豪雨水害から約 17 ヵ月後に行われた。アンケート調査票の発送は、2002 年 1 月 30

日に実施し、回収は同年 2 月 1 日から同月 19 日に実施した。郵送返送回収の打ち切りは、

同年 2月 28日だった。全 4,000世帯中 3,036票が回収された（回収率 75.9%）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



度数 構成比(%)
39歳以下 357 11.8

40～49歳 479 15.8

50～59歳 827 27.2

60～69歳 875 28.8

70歳以上 493 16.2

無回答 5 0.2

合計 3,036 100

　問１　あなたの年齢、性別とお宅の世帯人数についてお答えください。

５０～５９歳
27.2%

６０～６９歳
28.8%

４０～４９歳
15.8%

３９歳以下
11.8%７０歳以上

16.2%

無回答
0.2%

（１）　年齢

Administrator
世帯主を対象としたため、50歳代以上が中心となっている。



度数 構成比(%)

男性 2,048 67.5

女性 970 31.9

無回答 18 0.6

合計 3,036 100

男性
67.5%

女性
31.9%

無回答
0.6%

（２）　性別

Administrator
世帯主を対象としたことを反映してか、約68％が男性だった。



度数 構成比(%)
１人 250 8.2
２人 849 28.0
３人 662 21.8
４人 669 22.0
５人 334 11.0
６人 171 5.6
７人以上 93 3.1
無回答 8 0.3
合計 3,036 100

8.2

28

21.8

22

11

5.6

3.1

0.3 (8)

(93)

(171)

(334)

(669)

(662)

(250)

(849)

0 5 10 15 20 25 30

１人

２人

３人

４人

５人

６人

７人以上

無回答

％

（３）　世帯人数

Administrator
2人が28％と割合として最も高く、ついで3人（約22％）と4人（22％）がほぼ同率だった。



度数 構成比(%)
民間企業などの会社員 912 30.0
公務員 110 3.6
自営業 480 15.8
農林漁業（専業） 18 0.6
専業主婦（夫） 343 11.3
パート・アルバイト 286 9.4
学生 4 0.1
フリーター 4 0.1
無職（年金など） 851 28.0
その他 12 0.4
無回答 16 0.5
合計 3,036 100

30

3.6

15.8

0.6

11.3

9.4

0.1

0.1

28

0.4

0.5

(110)

(912)

(480)

(18)

(343)

(286)

(4)

(4)

(851)

(12)

(16)

0 5 10 15 20 25 30 35

民間企業などの会社員

公務員

自営業

農林漁業（専業）

専業主婦（夫）

パート・アルバイト

学生

フリーター

無職（年金など）

その他

無回答

％

　問２　あなたのご職業についてお答えください。

Administrator
民間企業などの会社員（30％）、無職（年金等）（28％）、自営業（約16％）が中心となっていた。



度数 構成比(%)
持地持家（一戸建て） 2,279 75.1
借地持家（一戸建て） 102 3.4
借家（一戸建て） 267 8.8
社宅・社員寮 29 1.0
賃貸集合住宅 267 8.8
分譲集合住宅 78 2.6
無回答 14 0.5
合計 3,036 100

75.1

0.5

2.6

8.8

1

8.8

3.4 (102)

(2,279)

(267)

(29)

(267)

(78)

(14)

0 10 20 30 40 50 60 70 80

持地持家（一戸建て）

借地持家（一戸建て）

借家（一戸建て）

社宅・社員寮

賃貸集合住宅

分譲集合住宅

無回答

％

　問３　あなたの住まいについてお聞きします。

（１）　あなたのお住まいは･･････。

Administrator
一戸建て（土地及び家屋を所有）が約75％で、最も高い割合を示していた。



度数 構成比(%)
一戸建て 2,659 87.6
集合住宅 372 12.3
無回答 5 0.2
合計 3,036 100

度数 構成比(%)
１階建て 375 14.1
２階建て 2073 78.0
３階建て以上 189 7.1
無回答 22 0.8
合計 2,659 100

１階建て
14.1%

３階建て以上
189, 7%

２階建て
78.0%

不明
0.8%

一戸建ての場合

一戸建て
87.6%

集合住宅
12.3%

無回答
0.2%

（２）　あなたのお住まいの構造について。

Administrator
一戸建て住宅が約88％と大半を占めており、家屋構造は2階建てが78％と最も割合として高かった。



【構造】 【居住階数】
度数 構成比(%) 度数 構成比(%)

１階建て 48 12.9 １階 152 40.9
２階建て 74 19.9 ２階 88 23.7
３階建て 41 11.0 ３階 40 10.8
４階建て 56 15.1 ４階 17 4.6
５階建て 20 5.4 ５階 14 3.8
６階建て 20 5.4 ６階 6 1.6
７階建て 19 5.1 ７階 6 1.6
８階建て 22 5.9 ８階 4 1.1
９階建て 2 0.5 ９階 4 1.1
１０階建て 1 0.3 １０階 6 1.6
１１階建て 2 0.5 １１階 7 1.9
１２階建て 24 6.5 １２階 7 1.9
１３階建て 16 4.3 １３階 5 1.3
１４階建て 18 4.8 １４階 1 0.3
無回答 9 2.4 無回答 15 4.0
合計 372 100 合計 372 100
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0.5

0.3

0.5

6.5

4.3

4.8

2.4 (9)

(18)

(16)

(24)

(2)

(1)

(2)

(22)

(19)
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(88)

(152)

0 10 20 30 40 50

１階

２階

３階

４階

５階

６階

７階

８階

９階

１０階

１１階

１２階

１３階

１４階

不明

集合住宅の場合

Administrator
2階建てが約20％で割合として最も高く、ついで4階建て（約15％）、1階建て（約13％）の順に割合として高いことが分かった。



度数 構成比(%)

木造 2,227 73.4

非木造（鉄筋や鉄骨造りなど） 791 26.1

無回答 18 0.6

合計 3,036 100

木造
73.3%

非木造（鉄筋や
鉄骨造りなど）
26.1%

無回答
0.6%

（３）　あなたのお住まいの構造は･･･。

Administrator
木造が約73％、非木造は約26％だった。



度数 構成比(%)
生まれたときから住んでいる 564 18.6

平成１２年９月の東海豪雨災害以前に転入してきた 2,365 77.9

東海豪雨災害以降に転入してきた 66 2.2

無回答 41 1.4

合計 3,036 100

生まれたときから
住んでいる
18.6%

平成１２年９月の東海豪
雨災害以前に転入してき

た
77.9%

無回答
1.4%東海豪雨災害以降に転

入してきた
2.2%

（４）　あなたは現在の場所に･･･。

Administrator
「平成12年9月の東海豪雨災害以前に転入してきた」が約78％、「生まれた時から住んでいる」が約19％と、東海豪雨災害前から住んでいる回答者が95％以上を占めていた。



度数 構成比(%)
1年未満 38 1.3
1年以上10年未満 526 17.3
10年以上20年未満 526 17.3
20年以上30年未満 688 22.7
30年以上40年未満 613 20.2
40年以上50年未満 238 7.8
50年以上 397 13.1
無回答 10 0.3
合計 3,036 100

1.3

17.3

17.3

22.7

20.2

7.8

13.1

0.3

(526)

(38)

(526)

(688)

(613)

(238)

(397)

(10)

0 5 10 15 20 25

1年未満

1年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上30年未満

30年以上40年未満

40年以上50年未満

50年以上

無回答

％

（５）　あなたは現在の場所に･･･。

Administrator
「20年以上30年未満」が約23％、「30年以上40年未満」が約20％、「1年以上10年未満」と「10年以上20年未満」が約17％だった。



度数 構成比(%)
300万円未満 568 18.7
300万円以上～400万円未満 390 12.8
400万円以上～500万円未満 297 9.8
500万円以上～600万円未満 280 9.2
600万円以上～700万円未満 247 8.1
700万円以上～800万円未満 216 7.1
800万円以上～1000万円未満 247 8.1
1000万円以上 214 7.0
無回答 577 19.0
合計 3,036 100

18.7

12.8

9.8

9.2

8.1

7.1

8.1

7

19

(390)

(568)

(297)

(280)

(247)

(216)

(247)

(214)

(577)
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300万円未満

300万円以上～400万円未満

400万円以上～500万円未満

500万円以上～600万円未満

600万円以上～700万円未満

700万円以上～800万円未満

800万円以上～1000万円未満

1000万円以上

無回答

％

　問４　おさしつかえなければ、昨年一年間のおよその世帯収入についてお答えください。

Administrator
「300万円未満」が約19％、「300万円以上～400万円未満」が約13％、「400万円以上～500万円未満」が約10％だった。



度数 構成比(%)
婦人会・老人会などの地域活動 443 14.6
スポーツや趣味などの活動（県内） 626 20.6
スポーツや趣味などの活動（県外） 71 2.3
ＰＴＡなどの学校活動 215 7.1
ボランティア活動（県内） 147 4.8
ボランティア活動（県外） 10 0.3
町内会 1,560 51.4
消防団（水防団） 38 1.3
自主防災組織 61 2.0
それ以外の市民活動 53 1.7
特にない 951 31.3
無回答 39 1.3

14.6

20.6

2.3

7.1

4.8

0.3

51.4

1.3

2

1.7

31.3

1.3 (39)

(626)

(443)

(71)

(215)

(147)

(10)

(1,560)

(38)

(61)

(53)

(951)
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婦人会・老人会などの地域活動

スポーツや趣味などの活動（県内）

スポーツや趣味などの活動（県外）

ＰＴＡなどの学校活動

ボランティア活動（県内）

ボランティア活動（県外）

町内会

消防団（水防団）

自主防災組織

それ以外の市民活動

特にない

無回答

％

　問５　あなたは、ご近所やご友人の方々とどのような交流をしていますか。
           以下の１～１１で、あてはまる番号すべてに○をつけてください。

Administrator
町内会が約51％と割合として最も高かった。その他、スポーツや趣味などの活動（県内）（約21％）、婦人会・老人会などの地域活動（約15％）といった交流活動への参加が認められた。。



度数 構成比(%)
0.5ｋｍ（500ｍ）未満 1,130 37.2
0.5ｋｍ（500ｍ）～1ｋｍ未満 1,068 35.2
1ｋｍ～1.5ｋｍ未満 387 12.7
1.5ｋｍ～2ｋｍ未満 184 6.1
2ｋｍ以上 59 1.9
わからない 170 5.6
無回答 38 1.3
合計 3,036 100

37.2

1.3

5.6

1.9

6.1

12.7

35.2 (1,068)

(1,130)

(387)

(184)

(59)

(170)

(38)
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0.5ｋｍ（500ｍ）未満

0.5ｋｍ（500ｍ）～1ｋｍ未満

1ｋｍ～1.5ｋｍ未満

1.5ｋｍ～2ｋｍ未満

2ｋｍ以上

わからない

無回答

％

　問６　災害時の指定された避難所までの距離は、どのくらいですか。

Administrator
「500m未満」が約37％と最も割合として高かった。その他、「500m～1km未満」が約35％、「1km～1.5km未満」が約13％だった。



度数 構成比(%)
毎回必ず出る 188 6.2

出ないときもある 1,330 43.8

関心がないので、参加しない 550 18.1

情報が得られないので、参加できない 658 21.7

体に障害や病気があるので、参加できない 183 6.0

無回答 127 4.2

合計 3,036 100

　問７　防災講習会や避難訓練に、どの程度参加していますか。

無回答
4.2%

体に障害や病気があ
るので、参加できない
6.0%

毎回必ず出る
6.2%

出ないときもある
43.8%

情報が得られ
ないので、
参加できない
21.7%

関心がないので、
参加しない
18.1%

Administrator
「防災講習会及び避難訓練に出ない時もある」が、約44％で最も高い割合を示していた。その他、「情報が得られないので参加できない」が約22％、「関心がないので参加しない」が約18％の順に割合として高かった。



度数 構成比(%)

ある 1,283 42.3

ない 1,742 57.4

無回答 11 0.4

合計 3,036 100

無回答
0.4%

ある
42.3%

ない
57.3%

　問８　あなたは、平成１２年９月の東海豪雨災害以前に水害の経験がありますか。

Administrator
東海豪雨災害以前に水害の被災経験がある人は約42％で、それ以前に水害の被災経験を有さない人が約57％と半数以上を占めていた。



度数 構成比(%)
浸水・被害はなかった 337 26.3
床下浸水した 231 18.0
床上浸水した 169 13.2
一部損壊・半壊した 306 23.9
全壊・流失した 17 1.3
伊勢湾台風は経験していない 184 14.3
無回答 39 3.0
合計 1,283 100

26.3

3

14.3

1.3

23.9

13.2

18 (231)

(337)

(169)

(306)

(17)

(184)

(39)
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浸水・被害はなかった

床下浸水した

床上浸水した

一部損壊・半壊した

全壊・流失した

伊勢湾台風は経験していない

無回答

％

問８－１　東海豪雨災害以前に水害の経験がある方にお聞きします。

（１）　あなたは、昭和３４年（１９５９年）の伊勢湾台風で、水害による被害を経験しましたか。

Administrator
「浸水・被害はなかった」が約26％、「一部損壊・半壊」が約24％、「床下浸水」が18％だった。「伊勢湾台風は経験していない」は、約14％だった。



度数 構成比(%)
浸水・被害はなかった 691 53.9
床下浸水した 289 22.5
床上浸水した 75 5.8
一部損壊・半壊した 38 3.0
全壊・流失した 0 0.0
台風１７号は経験していない 134 10.4
無回答 56 4.4
合計 1,283 100

53.9

4.4

10.4

0

3

5.8

22.5 (289)

(691)

(75)

(38)

(0)

(134)

(56)
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浸水・被害はなかった

床下浸水した

床上浸水した

一部損壊・半壊した

全壊・流失した

伊勢湾台風は経験していない

無回答

％

（２）　あなたは、昭和５１年（１９７６年）の台風１７号で、水害による被害を経験しましたか。

Administrator
「浸水・被害はなかった」が約54％と最も高い割合を示していた。「床上浸水した」が約6％、「床下浸水した」は約23％だった。



度数 構成比(%)
浸水・被害はなかった 22 1.7
床下浸水した 63 4.9
床上浸水した 48 3.7
一部損壊・半壊した 5 0.4
全壊・流失した 3 0.2
その他の水害は経験していない 0 0.0
無回答 1,142 89.0
合計 1,283 100

1.7

1.3

0

0.2

0.4

3.7

4.9 (63)

(22)

(48)

(5)

(3)

(0)

(17)
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浸水・被害はなかった

床下浸水した

床上浸水した

一部損壊・半壊した

全壊・流失した

その他の水害は経験していない

無回答

％

（３）　あなたは、上記の災害のほかに、水害の経験がありますか。
　　　 もっとも大きかったものの被害状況についてお答えください。

Administrator
その他水害による被害では、「床下浸水した」が約5％、「床上浸水した」が約4％、「浸水・被害なし」が約2％だった。



度数 構成比(%)

浸水なし 1175 38.7

床下浸水した 535 17.6

床上浸水した 1297 42.7

無回答 29 1.0

合計 3036 100

3.8

8.2

18.5

10.5

21

7.6

14.5

4.9

9

1.9

(49)

(107)

(240)

(136)

(273)

(98)

(188)

(64)

(117)

(25)
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1～24ｃｍ

25～49ｃｍ

50～74ｃｍ

75～99ｃｍ

100～124ｃｍ

125～149ｃｍ

150～174ｃｍ

175～199ｃｍ

200ｃｍ以上

無回答

％

床下浸水 床上浸水

玄関前の地面からの高さ

 問８－２　では、平成１２年９月の東海豪雨災害での被害状況についてお聞きします。

（１）　自宅家屋の浸水状況についてお答えください。
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床上浸水した
42.7%

浸水なし
38.7%

5.4

15.5

17.6

20.2

9.7

8.8

18.7

4.1

(29)

(83)

(94)

(108)

(52)

(47)

(100)

(22)

0 5 10 15 20 25

1～9ｃｍ

10～19ｃｍ

20～29ｃｍ

30～39ｃｍ

40～49ｃｍ

50～59ｃｍ

60ｃｍ以上

無回答

％

Administrator
「床上浸水した」が約43％、「床下浸水した」が約18％、「浸水・被害なし」が約39％だった。床下浸水は、30cm～39cm（約20％）、60cm以上（約19％）、床上浸水は100cm～124cm（21％）、50cm～74cm（約19％）の割合がそれぞれ高かった。



度数 構成比(%)
家屋への被害はなかった 1,632 53.8
壁や床板など家屋の一部が破損した 1,216 40.1
半壊した 120 4.0
全壊・流失した 10 0.3
不明 58 1.9
合計 3,036 100

家屋への被害は
なかった
53.8%

壁や床板など家
屋の一部が破損
した
40.1%

半壊した
4.0%

不明
1.9%全壊・流失した

0.3%

（２）　家屋の被害状況についてお答えください

Administrator
「家屋への被害はなかった」が約54％と、およそ5割強の回答者が被害を受けていなかったことが分かった。被害を受けた回答者のうち、「壁や床板など家屋の一部が破損した」が約40％と最も高い割合であり、「半壊した」が4％、「全壊・流出した」は0.3％だった。



度数 構成比(%)

被害があった 1,217 40.1

被害はなかった 1,765 58.1

無回答 54 1.8

合計 3,036 100

（３）　あなたの世帯ではテレビや冷蔵庫などの家財に被害がありましたか。

被害があった
40.1%

不明
1.8%

被害はなかった
58.1%

Administrator
「被害はなかった」が約58％で、「被害があった」が約40％だった。



度数 構成比(%)

1台 888 29.2

2台 420 13.8

3台 122 4.0

4台 34 1.1

5台以上 6 0.2
台数不明 9 0.3
被害を受けなかった 1,468 48.4
無回答 89 2.9
合計 3,036 100

（４）　あなたの世帯の自動車には被害がありましたか。
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13.8

4

1.1

0.2

0.3
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2.9

(888)

(420)

(122)
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(1,468)

(89)

0 10 20 30 40 50

1台

2台

3台

4台

5台以上

台数不明

被害を受けなかった

無回答

％

Administrator
「被害を受けなかった」が約48％、「1台」が約29％、「2台」が約14％だった。

Administrator



総額 度数 構成比(%) 度数 構成比(%)

なし 525 17.3 688 22.7

200万円未満 600 19.8 559 18.4

400万円未満 370 12.2 277 9.1

600万円未満 252 8.3 120 4.0

800万円未満 123 4.1 55 1.8

１000万円未満 84 2.8 20 0.7

１500万円未満 98 3.2 13 0.4

2000万円未満 45 1.5 6 0.2

2500万円未満 24 0.8 1 0.0

3000万円未満 13 0.4 1 0.0

3000万円以上 31 1.0 0 0.0

無回答 871 28.7 1,296 42.7

合計 3,036 100 3,036 100

被害額 補填額

17.3

19.8

12.2

8.3

4.1

2.8

3.2

1.5

0.8

0.4

1.0

28.7

(525)

(600)
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(45)

(24)

(13)
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(871)
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１000万円未満

１500万円未満

2000万円未満

2500万円未満

3000万円未満

3000万円以上

不明

％

22.7

18.4

9.1

4.0

1.8

0.7

0.4

0.2

0.0

0.0

0.0

42.7

(688)

(559)

(277)

(120)

(55)

(20)

(13)

(6)

(1)

(1)

(0)

(1,296)
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なし
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400万円未満
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800万円未満

１000万円未満

１500万円未満

2000万円未満

2500万円未満

3000万円未満

3000万円以上

不明

％

合計被害額

合計補填額

（５）　あなたの水害被害額と、それに対する保険の支払額（補填額）をお答えください。
　　　　※被害額：被害物を補修、買い換えなどのために支払った金額（ローンなどの予定も含む）

総額

Administrator
合計被害額は、「200万円未満」が約20％、「なし」が約17％、「200万円以上400万円未満」が約12％だった。合計補てん額は、「なし」が約23％、「200万円未満」が約18％だった。



被害総額 構成比(%) 補填総額 構成比(%)
（１）家屋 327,416 39.1 123,600 46.7
（２）家財 148,507 17.8 27,924 10.5
（３）自動車 270,319 32.3 106,887 40.4
（４）その他 47,695 5.7 3,235 1.3
（５）上記以外の被害額 42,461 5.1 3,067 1.2
総数 836,398 100 264,713 100

被害額（万円） 補填額

（２）家財
17.8%

（５）上記以外
の被害額
5.1%

（３）自動車
32.3%

（１）家屋
39.1%

（４）その他
5.7%

（２）家財
10.5%

（３）自動車
40.4%

（５）上記以外の
被害額
1.2%

（４）その他
1.2%

（１）家屋
46.7%

被害割合

補填割合

割合

Administrator
被害割合では、家屋が約39％、自動車が約32％、家財が約18％だった。補てん割合は、家屋が約47％、自動車が約40％、家財が約11％だった。
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3,235

3,067
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被害総額

補填総額

（１）家屋 （２）家財 （３）自動車 （４）その他 （５）上記以外の補填額

Administrator
被害総額の割合と補てん総額の割合は、ほぼ比例することが確認された。



総額 度数 構成比(%) 度数 構成比(%)

なし 1,827 60.2 1,354 44.6

100万円未満 276 9.1 171 5.6

200万円未満 204 6.7 157 5.2

300万円未満 130 4.3 94 3.1

400万円未満 120 4.0 92 3.0

500万円未満 49 1.6 33 1.1

600万円未満 49 1.6 21 0.7

700万円未満 25 0.8 6 0.2

800万円未満 11 0.4 7 0.2

900万円未満 12 0.4 5 0.2

1000万円未満 5 0.2 1 0.0

1500万円未満 27 0.9 3 0.1

2000万円未満 6 0.2 1 0.0

2500万円未満 4 0.1 2 0.1

3000万円未満 5 0.2 0 0.0

3000万円以上 23 0.8 0 0.0

無回答 263 8.7 1,089 35.9

合計 3,036 100 3,036 100

被害額 補填額
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9.1

6.7

4.3
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0.8
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3000万円以上

無回答

％
家屋 被害額

①　家屋

Administrator
「なし」が約60％で最も高い割合を示していた。被害を受けた回答者の被害額の内訳は、「100万円未満」が約9％、「100万円以上200万円未満」が約7％だった。



家屋 補填額
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3000万円以上

無回答

％

Administrator
「なし」が約45％で最も高い割合を示していた。被害を受けた回答者の補てん額の内訳は、「100万円未満」が約6％、「100万円以上200万円未満」が約5％、「200万円以上300万円未満」が約3％だった。



総額 度数 構成比(%) 度数 構成比(%)

なし 1,865 61.4 1,658 54.6

100万円未満 410 13.5 113 3.7

200万円未満 292 9.6 56 1.8

300万円未満 123 4.1 25 0.8

400万円未満 57 1.9 9 0.3

500万円未満 18 0.6 7 0.2

600万円未満 21 0.7 5 0.2

700万円未満 6 0.2 1 0.0

800万円未満 3 0.1 3 0.1

900万円未満 5 0.2 0 0.0

1000万円未満 0 0.0 0 0.0

1500万円未満 8 0.3 0 0.0

2000万円未満 9 0.3 0 0.0

2500万円未満 2 0.1 0 0.0

3000万円未満 0 0.0 0 0.0

3000万円以上 0 0.0 0 0.0

無回答 217 7.1 1,159 38.2

合計 3,036 100 3,036 100

被害額 補填額
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不明

％
家財 被害額

②　家財

Administrator
「なし」が約61％で最も高い割合を示していた。被害を受けた回答者の被害額の内訳は、「100万円未満」が約14％、「100万円以上200万円未満」が約10％、「200万円以上300万円未満」が約4％だった。
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3000万円以上

不明

％

家財 補填額

Administrator
「なし」が約55％と最も高い割合を示していた。被害を受けた回答者の補てん額の内訳は、「100万円未満」が約4％、「100万円以上200万円未満」が約2％だった。



総額 度数 構成比(%) 度数 構成比(%)

なし 1,548 51.0 1,333 43.9

１００万円未満 335 11.0 287 9.5

２００万円未満 318 10.5 211 6.9

３００万円未満 261 8.6 116 3.8

４００万円未満 132 4.3 43 1.4

５００万円未満 89 2.9 21 0.7

６００万円未満 56 1.8 9 0.3

７００万円未満 27 0.9 7 0.2

８００万円未満 14 0.5 3 0.1

９００万円未満 7 0.2 2 0.1

１０００万円未満 4 0.1 1 0.0

１５００万円未満 6 0.2 1 0.0

２０００万円未満 3 0.1 0 0.0

２５００万円未満 0 0.0 0 0.0

３０００万円未満 0 0.0 0 0.0

３０００万円以上 0 0.0 0 0.0

無回答 236 7.8 1,002 33.0

合計 3,036 100 3,036 100

被害額 補填額
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不明

％
自動車 被害額

③　自動車

Administrator
「なし」が51％で最も高い割合を示していた。被害を受けた回答者の被害額の内訳は、「100万円未満」と「100万円以上200万円未満」がそれぞれ約11％、「200万円以上300万円未満」が約9％だった。
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％

自動車 補填額

Administrator
「なし」が約44％で最も高い割合を示していた。補てんを受けた回答者の補てん額の内訳は、「100万円未満」が約10％、「100万円以上200万円未満」が約7％だった。



総額 度数 構成比(%) 度数 構成比(%)

なし 1,438 47.4 1,293 42.6

100万円未満 193 6.4 13 0.4

200万円未満 62 2.0 3 0.1

300万円未満 25 0.8 0 0.0

400万円未満 19 0.6 2 0.1

500万円未満 6 0.2 0 0.0

600万円未満 4 0.1 0 0.0

700万円未満 4 0.1 1 0.0

800万円未満 0 0.0 0 0.0

900万円未満 1 0.0 0 0.0

1000万円未満 1 0.0 1 0.0

1500万円未満 9 0.3 0 0.0

2000万円未満 0 0.0 0 0.0

2500万円未満 0 0.0 0 0.0

3000万円未満 0 0.0 0 0.0

3000万円以上 0 0.0 0 0.0

無回答 1,274 42.0 1,723 56.8

合計 3,036 100 3,036 100

被害額 補填額
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％
家財 被害額

②　上記以外の被害額
※破棄処分後、買い換え、補修をしなかったも

Administrator
「なし」が約47％で最も高い割合を占めていた。被害を受けた回答者の被害額の内訳をみると、「1円以上100万円未満」が約6％、「100万円以上200万円未満」が約2％だった。



総額 度数 構成比(%) 度数 構成比(%) 度数 構成比(%) 度数 構成比(%)

なし 1,375 45.3 1,283 42.3 1,076 35.4 1,012 33.3

１００万円未満 210 6.9 14 0.5 58 1.9 7 0.2

２００万円未満 36 1.2 8 0.3 8 0.3 0 0.0

３００万円未満 24 0.8 2 0.1 4 0.1 1 0.0

４００万円未満 13 0.4 2 0.1 1 0.0 0 0.0

５００万円未満 3 0.1 1 0.0 0 0.0 0 0.0

６００万円未満 5 0.2 0 0.0 0 0.0 0 0.0

７００万円未満 4 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0

８００万円未満 1 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

９００万円未満 1 0.0 0 0.0 1 0.0 0 0.0

１０００万円未満 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

１５００万円未満 8 0.3 0 0.0 0 0.0 0 0.0

２０００万円未満 3 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0

２５００万円未満 2 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0

３０００万円未満 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

３０００万円以上 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

無回答 1,351 44.5 1,726 56.9 1,888 62.2 2,016 66.4

合計 3,036 100 3,036 100 3,036 100 3,036 100

被害額 補填額 被害額 補填額

45.3

6.9

1.2

0.8

0.4

0.1

0.2

0.1

0

0

0

0.3

0.1

0.1

0

0

44.5

35.4

1.9

0.3

0.1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

62.2
(1,351)

(0)

(0)

(2)

(3)

(8)

(0)

(1)

(1)

(4)

(5)

(3)

(13)

(24)

(36)

(210)

(1,375)

(1,888)

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

(1)

(0)

(0)

(0)

(0)

(1)

(4)

(8)

(58)

(1,076)

0 10 20 30 40 50 60 70

なし

100万円未満

200万円未満

300万円未満

400万円未満

500万円未満

600万円未満

700万円未満

800万円未満

900万円未満

1000万円未満

1500万円未満

2000万円未満

2500万円未満

3000万円未満

3000万円以上

無回答

その他１ その他２

④　その他

その他 被害額

Administrator
その他1　「なし」が約45％で最も高い割合を占めていた。被害を受けた回答者の被害額の
　　　　内訳は、「1円以上100万円未満」が約7％だった。
その他2　「なし」が約35％で最も高い割合を占めていた。被害を受けた回答者の被害額の
　　　　内訳は、「1円以上100万円未満」が約2％だった。



その他 補填額

42.3

0.5

0.3

0.1

0.1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

56.9

33.3

0.2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

66.4

(1,283)

(14)

(8)

(2)

(2)

(1)

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

(1,726)

(1,012)

(7)

(0)

(1)

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

(0)

(2,016)

0 10 20 30 40 50 60 70

なし

100万円未満

200万円未満

300万円未満

400万円未満

500万円未満

600万円未満

700万円未満

800万円未満

900万円未満

1000万円未満

1500万円未満

2000万円未満

2500万円未満

3000万円未満

3000万円以上

無回答

その他１ その他２

Administrator
その1　「なし」が約42％で最も高い割合を占めていた。補てんを受けた回答者の補てん
　　　　額の内訳は、「1円以上100万円未満」が0.5％、「100万円以上200万円未満」が
　　　　0.3％だった。
その他2　「なし」が約33％で最も高い割合を占めていた。補てんを受けた回答者の補て
　　　　　ん額の内訳は、「1円以上100万円未満」が0.2％だった。



度数 構成比(%)
東海豪雨災害より前から加入していた 1,225 40.3

東海豪雨災害より前から加入していたが、災害以降に、
保険会社や保険額などの見直しをした

185 6.1

東海豪雨災害以降に新たに加入した 128 4.2
加入していない 1,405 46.3
無回答 93 3.1
合計 3,036 100

加入していない
 46.3%

無回答
3.1%

東海豪雨災害以降に
新たに加入した
 4.2%

東海豪雨災害より前から
加入していたが、災害以
降に、保険会社や保険額
などの見直しをした
6.1%

東海豪雨災害より
前から加入していた
40.3%

（６）　あなたの世帯では、水害に備えて何か保険に入っていますか。

①家屋に関する保険

Administrator
「東海豪雨災害より前から加入していた」が、約40％を占めていた。「東海豪雨災害より前から加入していたが、災害以後に保険会社や保険額などの見直しをした」は約6％だった。「東海豪雨災害後に新たに加入した」は約4％で、「加入していない」が約46％に達していた。



度数 構成比(%)
東海豪雨災害より前から加入していた 1,019 40.3

東海豪雨災害より前から加入していたが、災害以降に、
保険会社や保険額などの見直しをした

129 6.1

東海豪雨災害以降に新たに加入した 190 4.2
加入していない 1,617 46.3
無回答 81 2.7
合計 3,036 100

東海豪雨災害より前から
加入していたが、災害以
降に、保険会社や保険額
などの見直しをした
4.2%

無回答
2.7%

東海豪雨災害より前から
加入していた
33.6%

加入していない
53.3%

東海豪雨災害以降に新
たに加入した
6.3%

②　家財に関する保険（住宅総合保険などを含む）

Administrator
「東海豪雨災害より前から加入していた」は、約34％だった。「東海豪雨災害より前から加入していたが、災害以後に保険会社や保険額などの見直しをした」が約4％、「東海豪雨災害以降に新たに加入した」が約6％だった。「加入していない」は、約53％と半数以上に達していた。



非常に
そう思う

やや
そう思う

どちら
とも
いえない

あまり
そう
思わない

まったく
そう
思わない

無回答 総数

度数 1,418 1,075 317 150 55 21 3,036

（％） 46.7 35.4 10.4 4.9 1.8 0.7 100

度数 1,130 1,121 462 210 65 48 3,036

（％） 37.2 36.9 15.2 6.9 2.1 1.6 100

度数 926 964 711 291 90 54 3,036

（％） 30.5 31.8 23.4 9.6 3.0 1.8 100

度数 1,481 1,073 323 97 28 34 3,036

（％） 48.8 35.3 10.6 3.2 0.9 1.1 100

度数 490 990 1,079 341 86 50 3,036

（％） 16.1 32.6 35.5 11.2 2.8 1.6 100

度数 482 1,020 1,044 366 78 46 3,036

（％） 15.9 33.6 34.4 12.1 2.6 1.5 100

度数 263 798 1,242 541 141 51 3,036

（％） 8.7 26.3 40.9 17.8 4.6 1.7 100

度数 403 1,192 791 444 157 49 3,036

（％） 13.3 39.3 26.1 14.6 5.2 1.6 100

度数 1,128 1,009 583 160 103 53 3,036

（％） 37.2 33.2 19.2 5.3 3.4 1.7 100

度数 1,338 980 470 123 71 54 3,036

（％） 44.1 32.3 15.5 4.1 2.3 1.8 100

度数 514 1,180 828 359 93 62 3,036

（％） 16.9 38.9 27.3 11.8 3.1 2.0 100

度数 640 1,344 724 220 45 63 3,036

（％） 21.1 44.3 23.8 7.2 1.5 2.1 100

度数 158 726 1,336 518 236 62 3,036

（％） 5.2 23.9 44.0 17.1 7.8 2.0 100

１） 天気予報やニュースなどを注意し
て見るようになった

２） 自分の住んでいる地域の避難情
報に敏感になった

３） 大雨の時にはなるべく外出を避け
るようになった

４） ラジオや懐中電灯などの防災用
品を揃えておくことの重要性を再認識
した

５） 近隣住民による自主防災組織
に、より積極的に関与したいと思うよ
うになった

６） 近隣の住民の皆さんが、水害に
対する備えに対して、より力を入れる
ようになったと思う

７） 地域住民が中心になった防災活
動が、さらに盛んになってきたと思う

８） 行政機関の水害対策が、より盛
んになったと思う

１３） 自分自身や周囲の人々も含め
て、特に変わった点はないと思う

９） 科学技術を用いて堤防や水路を
整備しても、必ずしも水害を防げない
ことを改めて実感した

１０） 行政機関の防災対策のみで水
害を防げないことを改めて認識した

１１） 家族や近所の人たちと災害の
話題をすることが多くなった

１２） 自分でできる被害軽減策につい
て考えるようになった

　問９．東海豪雨震災以降、あなたが「あなた自身」や「周囲」が変化したと感じる点はどのようなこと
　        でしょうか。以下 1) から 13) までの項目それぞれに、「非常にそう思う」から「まったくそう
           思わない」まで、あてはまる番号に○をつけてください。



46.7

37.2

30.5

48.8

16.1

15.9

8.7

13.3

37.2

44.1

16.9

21.1

5.2

35.4

36.9

31.8

35.3

32.6

33.6

26.3

39.3

33.2

32.3

38.9

44.3

23.9

10.4

15.2

23.4

10.6

35.5

34.4

40.9

26.1

19.2

15.5

27.3

23.8

44

6.9

9.6

11.2

12.1

17.8

14.6

5.3

11.8

7.2

17.1

5.2

7.8

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１） 天気予報やニュースなどを            
注意して見るようになった         

２） 自分の住んでいる地域の              
避難情報に敏感になった       

３） 大雨の時にはなるべく外出を          
避けるようになった               

４） ラジオや懐中電灯などの防災用品を 
揃えておくことの重要性を再認識した

５） 近隣住民による自主防災組織に、    
より積極的に関与したいと思うように
なった                                     

６） 近隣の住民の皆さんが、水害に        
対する備えに対して、より力を入れる
ようになったと思う                        

７） 地域住民が中心になった防災活動が、
さらに盛んになってきたと思う          

８） 行政機関の水害対策が、より盛んに  
なったと思う                           

９） 科学技術を用いて堤防や水路を     
整備しても、必ずしも水害を防げない
ことを改めて実感した                   

１０） 行政機関の防災対策のみで          
水害を防げないことを改めて認識した

１１） 家族や近所の人たちと                
災害の話題をすることが多くなった

１２） 自分でできる被害軽減策に            
ついて考えるようになった        

１３） 自分自身や周囲の人々も含めて、   
特に変わった点はないと思う   

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 不明

Administrator
「天気予報やニュースなどを注意して見るようになった」に対して、「非常にそう思う」の割合が約47％と高い割合を示していた。「ラジオや懐中電灯などの防災用品を備えておくことの重要性を再認識した」に対して、「非常にそう思う」の割合が約49％とおよそ5割に達していた。



非常に
そう思う

やや
そう思う

どちら
とも
いえない

あまり
そう
思わない

まったく
そう
思わない

無回答 総数

度数 1,224 1,187 457 113 31 24 3,036

（％） 40.3 39.1 15.1 3.7 1.0 0.8 100

度数 1,260 996 421 276 62 21 3,036

（％） 41.5 32.8 13.9 9.1 2.0 0.7 100

度数 1,010 887 592 347 164 36 3,036

（％） 33.3 29.2 19.5 11.4 5.4 1.2 100

度数 119 206 550 722 1,399 40 3,036

（％） 3.9 6.8 18.1 23.8 46.1 1.3 100

度数 1,288 1,333 270 96 29 20 3,036

（％） 42.4 43.9 8.9 3.2 1.0 0.7 100

度数 859 978 768 304 86 41 3,036

（％） 28.3 32.2 25.3 10.0 2.8 1.4 100

５） 排水路にゴミがつまるなどして雨水を排
水できなくなることは、堤防の決壊と同様に
危険なことだと思う

６） 指定されている避難所は、浸水の被害
の受けやすい場所にあると思う

１） 自分の住む地域が水害に遭うことがあ
るだろう

２） 今住んでいるところは、水害が起こりや
すい地域だと思う

３） 水害で、自分の家屋が床上浸水するこ
とがあると思う

４） 水害が起こっても、自分の生活には支
障はないだろう

　問１０．水害についてのあなたの考えをお聞きします。  あまり深く考え込まないで、感じたままを
             お答えください。 以下 1) 　から  56)  までの項目それぞれに、「非常にそう思う」から
              「まったくそう思わない」まで、あてはまる番号に○をつけてください。

40.3

41.5

33.3

42.4

28.3

39.1

32.8

29.2

6.8

43.9

32.2

15.1

13.9

19.5

18.1

8.9

25.3

9.1

11.4

10.0

23.8 46.1

5.4

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１） 自分の住む地域が水害に遭うことが 
あるだろう　　　　　　　　　　　　　　　

２） 今住んでいるところは、水害が起こり 
     やすい地域だと思う                     

３） 水害で、自分の家屋が床上浸水する
     ことがあると思う　                        

４） 水害が起こっても、自分の生活には 
     支障はないだろう                     　

５） 排水路にゴミがつまるなどして        
　　雨水を排水できなくなることは、        
　堤防の決壊と同様に危険なことだと思う

６） 指定されている避難所は、浸水の    
     被害の受けやすい場所にあると思う   

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 不明

水害リスク認知

Administrator
「自分の住む地域が水害に遭うことがあるだろう」に対して、「非常にそう思う」の割合が約40％、「今住んでいるところは、水害が起こりやすい地域だと思う」及び「排水路にゴミがつまるなどして雨水を排水できなくなること」に対しては、「非常にそう思う」が約42％を占めていた。また、「水害が起こっても、自分の生活には支障はないだろう」に対して、「まったくそう思わない」が約46％を占めていた。



非常に
そう思う

やや
そう思う

どちら
とも
いえない

あまり
そう
思わない

まったく
そう
思わない

無回答 総数

度数 766 1,002 490 629 133 16 3,036

（％） 25.2 33.0 16.1 20.7 4.4 0.5 100

度数 463 778 851 727 193 24 3,036

（％） 15.3 25.6 28.0 23.9 6.4 0.8 100

度数 1,350 1,286 297 61 24 18 3,036

（％） 44.5 42.4 9.8 2.0 0.8 0.6 100

７） 雨が降るたびに、「水害が起こるのでは
ないか」という不安にかられる

８） 水害のことを考えると、どうも落ち着か
なくなる

９） 水害のニュースを見ると、人ごとだとは
思えない

25.2

15.3

44.5

33.0

25.6

42.4

16.1

28.0

9.8

23.9

20.7

6.4

(3,036)

(3,036)

(3,036)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７） 雨が降るたびに、              
 「水害が起こるのではないか」
 という不安にかられる          

８） 水害のことを考えると、       

どうも落ち着かなくなる

９） 水害のニュースを見ると、   
人ごとだとは思えない

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 不明

水害に対する不安感

Administrator
「水害のニュースを見ると、ひとごとだとは思えない」に対して、「非常にそう思う」の割合は約45％で「ややそう思う」の割合は約42％と、水害情報に対して回答者が敏感に反応していることが確認できた。同様に、「雨が降るたびに『水害が起こるのではないか』という不安にかられる」に対して、「非常にそう思う」の割合は約25％、「ややそう思う」の割合は約33％と、回答者の間で不安感が高まっていることが示唆された。



非常に
そう思う

やや
そう思う

どちら
とも
いえない

あまり
そう
思わない

まったく
そう
思わない

無回答 総数

度数 957 1,235 485 248 60 51 3,036

（％） 31.5 40.7 16.0 8.2 2.0 1.7 100

度数 981 1,329 525 136 32 33 3,036

（％） 32.3 43.8 17.3 4.5 1.1 1.1 100

度数 861 1,169 676 236 50 44 3,036

（％） 28.4 38.5 22.3 7.8 1.6 1.4 100

度数 617 1,291 737 293 58 40 3,036

（％） 20.3 42.5 24.3 9.7 1.9 1.3 100

１３） 水害対策や治水工事にどのくらいの
予算が使われているのか興味がある

１０） 今後起こるかもしれない水害に備え
て、浸水実績図（ハザードマップ）を見てお
こうと思う

１１） 新聞で水害に関する記事が載ってい
ると、興味を持って読むことが多い

１２） 行政機関が行っている水害対策の内
容について興味がある

水害に対する興味・関心

31.5

32.3

28.4

20.3

40.7

43.8

38.5

42.5

16.0

17.3

22.3

24.3

7.8

8.2

9.7 (3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１０） 今後起こるかもしれない水害に備えて、
浸水実績図（ハザードマップ）を　　
見ておこうと思う　　　　　　　　　　　

１１） 新聞で水害に関する記事が載って　　  
　　　いると、興味を持って読むことが多い　   

１２） 行政機関が行っている水害対策の　　　
内容について興味がある　　　　　

１３） 水害対策や治水工事にどのくらいの   
　　　予算が使われているのか興味がある　

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 不明

Administrator
「今後起こるかもしれない水害に備えて、浸水実績図（ハザードマップ）を見ておこうと思う」に対して、「非常にそう思う」が約32％で「ややそう思う」が約41％と、両評価をあわせると70%強に達することが確認できた。これ以外の項目の多くが、「非常にそう思う」及び「ややそう思う」という項目の割合が高く、回答者の防災対策に対する関心が高いことが確認できた。



非常に
そう思う

やや
そう思う

どちら
とも
いえない

あまり
そう
思わない

まったく
そう
思わない

無回答 総数

度数 121 397 713 559 1,188 58 3,036

（％） 4.0 13.1 23.5 18.4 39.1 1.9 100

度数 122 825 837 563 645 44 3,036

（％） 4.0 27.2 27.6 18.5 21.2 1.4 100

度数 137 788 667 672 743 29 3,036

（％） 4.5 26.0 22.0 22.1 24.5 1.0 100

１４） 水害の危険性のある地域に住んでい
る以上、ある程度までなら河川の氾濫を受
容してもよいと思う

１５） 河川の氾濫は自然の営みなので、あ
る程度までは仕方がない

１６） 水害が起こった場合、床下浸水までな
らば、ある程度がまんできる

水害リスクの受容意識

13.1

27.2

26.0

23.5

27.6

22.0

18.5

22.1

18.4 39.1

21.2

24.5 (3,036)

(3,036)

(3,036)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１４） 水害の危険性のある地域に         
 住んでいる以上、ある程度までなら
 河川の氾濫を受容してもよいと思う

１５） 河川の氾濫は自然の営みなので、 
ある程度までは仕方がない   

１６） 水害が起こった場合、床下浸水まで
ならば、ある程度がまんできる

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 不明

Administrator
「水害の危険性のある地域に住んでいる以上、ある程度までなら河川の氾濫を受容してもよいと思う」に対しては、「まったくそう思わない」が約39％で「あまりそう思わない」が約18％とおよそ6割の回答者が否定的な見解を示していることが分かった。「河川の氾濫は自然の営みなので、ある程度までは仕方ない」に対しては、「非常にそう思う」と「ややそう思う」の割合をあわせるとおよそ3割、「まったくそう思わない」と「あまりそう思わない」の割合をあわせるとおよそ4割だった。「水害が起こった場合、床下浸水までならば、ある程度がまんできる」に対しては、「非常にそう思う」と「ややそう思う」の割合の合計はおよそ3割、「まったくそう思わない」と「あまりそう思わない」の割合の合計は5割弱だった。



非常に
そう思う

やや
そう思う

どちら
とも
いえない

あまり
そう
思わない

まったく
そう
思わない

無回答 総数

度数 278 678 1,129 662 220 69 3,036

（％） 9.2 22.3 37.2 21.8 7.2 2.3 100

度数 195 659 1,660 346 106 70 3,036

（％） 6.4 21.7 54.7 11.4 3.5 2.3 100

度数 511 952 1,027 354 132 60 3,036

（％） 16.8 31.4 33.8 11.7 4.3 2.0 100

度数 329 1,130 1,227 240 58 52 3,036

（％） 10.8 37.2 40.4 7.9 1.9 1.7 100

１７） 近所の皆さんが水害対策をやってい
るのに、私だけが何の対策もしないのは気
が引ける

１８） 私が水害に対して備えをするならば、
親しい友人は私の対策行動に対して好印
象をもつと思う

１９） 親戚や家族が水害対策をしているの
に、私だけが何の備えもしなかったら、自分
自身心苦しく思うだろう

２０） 周囲の人々は、おおよそ私と同じ程度
の水害危機意識を持っているような気がす
る

9.2

6.4

16.8

10.8

22.3

21.7

31.4

37.2

37.2

54.7

33.8

40.4

11.4

11.7

21.8

7.9

7.2

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１７） 近所の皆さんが水害対策をやって         
いるのに、私だけが何の対策も　　　　
しないのは気が引ける                 

１８） 私が水害に対して備えをするならば、　　
親しい友人は私の対策行動に対して
好印象をもつと思う　　　　　　　　　　

１９） 親戚や家族が水害対策をしているのに、
私だけが何の備えもしなかったら、
自分自身心苦しく思うだろう

２０） 周囲の人々は、おおよそ私と同じ程度の
　水害危機意識を持っているような気がする

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 不明

水害対策に対する規範意識

Administrator
「親戚や家族が水害対策をしているのに、私だけが何の備えもしなかったら、自分自身心苦しく思うだろう」に対して、「非常にそう思う」が約17％で「ややそう思う」が約31％と、これらの合計は5割弱に達することが分かった。「周囲の人々は、おおよそ私と同じ程度の水害危機意識を持っているような気がする」に対して、「非常にそう思う」が約11％で「 ややそう思う」が約37％と。これらを合計は5割弱に達することが分かった。



非常に
そう思う

やや
そう思う

どちら
とも
いえない

あまり
そう
思わない

まったく
そう
思わない

無回答 総数

度数 296 704 1,272 405 265 94 3,036

（％） 9.7 23.2 41.9 13.3 8.7 3.1 100

度数 107 431 1,390 678 371 59 3,036

（％） 3.5 14.2 45.8 22.3 12.2 1.9 100

度数 97 313 1,495 717 343 71 3,036

（％） 3.2 10.3 49.2 23.6 11.3 2.3 100

度数 93 412 1,389 824 274 44 3,036

（％） 3.1 13.6 45.8 27.1 9.0 1.4 100

度数 65 376 1,637 607 263 88 3,036

（％） 2.1 12.4 53.9 20.0 8.7 2.9 100

度数 71 388 1,558 669 291 59 3,036

（％） 2.3 12.8 51.3 22.0 9.6 1.9 100

度数 58 340 1,625 669 246 98 3,036

（％） 1.9 11.2 53.5 22.0 8.1 3.2 100

度数 111 491 1,603 542 221 68 3,036

（％） 3.7 16.2 52.8 17.9 7.3 2.2 100

度数 164 799 1,426 441 119 87 3,036

（％） 5.4 26.3 47.0 14.5 3.9 2.9 100

度数 98 483 1,695 468 202 90 3,036

（％） 3.2 15.9 55.8 15.4 6.7 3.0 100

２５） 堤防や河川の改修に関する説明会で
は、行政機関の職員は対等な立場で話し
合いに応じてくれる

２６） 行政機関は、いつも職務をまっとうし
ている

２７） 水害に関する情報を行政機関に求め
ると、包み隠さずにいろいろと説明してくれ
る

２１） 行政機関は、一部地域に被害が偏る
ような防災計画をたてたりはしないだろう

２２） 行政機関の職員は、いつも尊重的な
態度で接してくれている

２３） 行政機関が防災計画をたてる時に
は、住民の意見をきちんと聞いてくれる

２４） 住民に関連する決定をするとき、行政
機関は住民の意見に耳を傾けてくれる

３０） 行政機関の職員に何か質問すると、
いつも正直に答えてくれる

２８） 特定の人だけを対象にせずに、行政
機関は常に公共の福祉に徹している

２９） 行政機関が出す水害情報は、おおよ
そ一貫している

行政機関に関する意識



9.7

5.4

23.2

14.2

10.3

13.6

12.4

12.8

11.2

16.2

26.3

15.9

41.9

45.8

49.2

45.8

53.9

51.3

53.5

52.8

47.0

55.8

22.3

23.6

20.0

22.0

22.0

17.9

14.5

7.3

13.3

27.1

15.4

8.7

12.2

11.3

9.0

8.7

9.6

8.1

6.7 (3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

２１） 行政機関は、一部地域に被害が偏るような
防災計画をたてたりはしないだろう　

２２） 行政機関の職員は、いつも尊重的な態度で
接してくれている　　　　　　　　　　　　　

２３） 行政機関が防災計画をたてる時には、　　　
住民の意見をきちんと聞いてくれる　　　

２４） 住民に関連する決定をするとき、　　　　　　　
行政機関は住民の意見に耳を傾けてくれる

２５） 堤防や河川の改修に関する説明会では、　　
行政機関の職員は対等な立場で話し合いに
応じてくれる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２６） 行政機関は、いつも職務をまっとうしている 

２７） 水害に関する情報を行政機関に求めると、　
包み隠さずにいろいろと説明してくれる

２８） 特定の人だけを対象にせずに、行政機関は
常に公共の福祉に徹している　　　　　

２９） 行政機関が出す水害情報は、おおよそ　　
　　　一貫している　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３０） 行政機関の職員に何か質問すると、　　　 
いつも正直に答えてくれる　　　　　 

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 不明

Administrator
「行政機関は、一部地域に被害が偏るような防災計画をたてたりはしないだろう」に対して、「非常にそう思う」が約10%で「ややそう思う」が約23%だった。「行政機関が出す水害情報は、おおよそ一貫している」に対して、「非常にそう思う」が約5%で「ややそう思う」が約26%だった。これら以外の各項目においては、「どちらでもない」の割合が高かった。



非常に
そう思う

やや
そう思う

どちら
とも
いえない

あまり
そう
思わない

まったく
そう
思わない

無回答 総数

度数 397 917 963 470 252 37 3,036

（％） 13.1 30.2 31.7 15.5 8.3 1.2 100

度数 919 1,230 657 134 60 36 3,036

（％） 30.3 40.5 21.6 4.4 2.0 1.2 100

度数 836 1,480 500 147 42 31 3,036

（％） 27.5 48.7 16.5 4.8 1.4 1.0 100

度数 1,417 951 438 165 41 24 3,036

（％） 46.7 31.3 14.4 5.4 1.4 0.8 100

度数 1,257 1,351 314 50 29 35 3,036

（％） 41.4 44.5 10.3 1.6 1.0 1.2 100

度数 276 468 1,076 850 337 29 3,036

（％） 9.1 15.4 35.4 28.0 11.1 1.0 100

度数 224 823 1,451 331 126 81 3,036

（％） 7.4 27.1 47.8 10.9 4.2 2.7 100

度数 381 821 967 565 266 36 3,036

（％） 12.5 27.0 31.9 18.6 8.8 1.2 100

度数 756 1,044 776 306 117 37 3,036

（％） 24.9 34.4 25.6 10.1 3.9 1.2 100

度数 752 1,043 805 316 92 28 3,036

（％） 24.8 34.4 26.5 10.4 3.0 0.9 100

度数 56 164 975 1,044 735 62 3,036

（％） 1.8 5.4 32.1 34.4 24.2 2.0 100

度数 290 889 1,185 471 159 42 3,036

（％） 9.6 29.3 39.0 15.5 5.2 1.4 100

度数 301 895 1,167 467 159 47 3,036

（％） 9.9 29.5 38.4 15.4 5.2 1.5 100

度数 1,072 1,168 483 222 63 28 3,036

（％） 35.3 38.5 15.9 7.3 2.1 0.9 100

度数 964 1,296 589 118 34 35 3,036

（％） 31.8 42.7 19.4 3.9 1.1 1.2 100

３１） できるだけ行政機関に頼らずに、自分
の力で水害に備えるべきだ

３３） 水害の発生に備えて、数日分の食料
や水は自分で準備すべきだ

３２） できるだけ行政機関に頼らずに、自分
の財産や命は自分で守るものだ

３５） 水害が発生した直後は、行政機関だ
けでは対応しきれないので、自分の力や近
所の助け合いで対応すべきだ

３４） 避難所での食料や水は、行政機関が
十分に備蓄しておくべきだと思う

３７） 行政機関は、私が自主的に水害対策
に取り組むことを望んでいることだろう

３６） 本来、水害の被害を減らすのは行政
の責任で、住民が対策をする必要性はない
と思う

４０） 水害が起きる前に、いくら詳しい説明
を受けても、被害は防ぐことはできない

３８） 市民の一人一人が防災対策を行え
ば、被害は最小限に抑えることができる

３９） 自分ひとりが水害対策をしても、被害
を減らせるとは思えない

４１） 自主防災組織（消防団など）に入りた
いと思う

４２） 地域の防災訓練に参加してみたいと
思う

４５） 水害時に備えて、水害に関連する保
険に加入しておくことが必要だと思う

４３） 行政機関や消防署の防災講習会や防
災訓練があるならば、参加したいと思う

４４） 避難袋を用意しておけば、水害の時に
役立つと思う

水害対策に関する意識



13.1

30.3

27.5

46.7

41.4

9.1

7.4

12.5

24.9

24.8

9.6

9.9

35.3

31.8

30.2

40.5

48.7

31.3

44.5

15.4

27.1

27.0

34.4

34.4

5.4

29.3

29.5

38.5

42.7

31.7

21.6

16.5

14.4

10.3

35.4

47.8

31.9

25.6

26.5

32.1

39.0

38.4

15.9

19.4

28.0

10.9

18.6

10.1

34.4

15.5

15.4

7.3

8.8

5.2

15.5

5.4

10.4

8.3

11.1

24.2

5.2

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

３１） できるだけ行政機関に頼らずに、       
自分の力で水害に備えるべきだ

３２） できるだけ行政機関に頼らずに、       
自分の財産や命は自分で守るものだ

３３） 水害の発生に備えて、数日分の        
食料や水は自分で準備すべきだ

３４） 避難所での食料や水は、行政機関が  
十分に備蓄しておくべきだと思う

３５） 水害が発生した直後は、行政機関だけ
では対応しきれないので、自分の力や
近所の助け合いで対応すべきだ

３６） 本来、水害の被害を減らすのは行政の
  責任で、住民が対策をする必要性は
  ないと思う                                

３７） 行政機関は、私が自主的に水害対策に
取り組むことを望んでいることだろう

３８） 市民の一人一人が防災対策を行えば、
被害は最小限に抑えることができる

３９） 自分ひとりが水害対策をしても、        
被害を減らせるとは思えない     

４０） 水害が起きる前に、いくら詳しい説明を
受けても、被害は防ぐことはできない

４１） 自主防災組織（消防団など）に入りたい
      と思う                                         

４２） 地域の防災訓練に参加してみたいと思う

４３） 行政機関や消防署の防災講習会や    
防災訓練があるならば、参加したいと思う

４４） 避難袋を用意しておけば、水害の時に
役立つと思う                          

４５） 水害時に備えて、水害に関連する        
保険に加入しておくことが必要だと思う

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 不明

水害対策に関する意識

Administrator
「できるだけ行政機関に頼らずに、自分の財産や傘は自分で守るものだ」という自己責任に関する項目、「避難所での食料や水は、行政機関が十分に備蓄しておくべきだと思う」という行政機関の責任を問う項目、「水害が発生した直後は、行政機関だけでは対応しきれないので、自分の力や近所の助け合いで対応すべきだ」という近隣住民との助け合いに関する項目のそれぞれにおいて、「非常にそう思う」及び「ややそう思う」という回答の割合が高かった。



非常に
そう思う

やや
そう思う

どちら
とも
いえない

あまり
そう
思わない

まったく
そう
思わない

無回答 総数

度数 510 1,145 777 394 181 29 3,036

（％） 16.8 37.7 25.6 13.0 6.0 1.0 100

度数 1,170 1,059 517 189 77 24 3,036

（％） 38.5 34.9 17.0 6.2 2.5 0.8 100

度数 253 409 632 1,038 652 52 3,036

（％） 8.3 13.5 20.8 34.2 21.5 1.7 100

度数 294 723 1,109 634 216 60 3,036

（％） 9.7 23.8 36.5 20.9 7.1 2.0 100

度数 137 610 1,140 738 350 61 3,036

（％） 4.5 20.1 37.5 24.3 11.5 2.0 100

度数 196 733 1,247 595 224 41 3,036

（％） 6.5 24.1 41.1 19.6 7.4 1.4 100

度数 770 973 813 353 95 32 3,036

（％） 25.4 32.0 26.8 11.6 3.1 1.1 100

度数 1,391 889 492 176 57 31 3,036

（％） 45.8 29.3 16.2 5.8 1.9 1.0 100

度数 60 153 688 952 1,153 30 3,036

（％） 2.0 5.0 22.7 31.4 38.0 1.0 100

度数 952 1,179 703 126 38 38 3,036

（％） 31.4 38.8 23.2 4.2 1.3 1.3 100

度数 401 705 1,032 532 335 31 3,036

（％） 13.2 23.2 34.0 17.5 11.0 1.0 100

４６） 浸水被害は、住居の盛り土を高くすれ
ば軽減できる

４７） 水害時に避難情報がもっと伝えられれ
ば、被害は少なくなるだろう

５０） 居住地の災害危険地域の有無などを
調べたりするのは、正直面倒だ

５１） 防災用品を購入する金銭的負担は、
さほどではない

４８） 指定されている避難所は、自宅から遠
くて時間がかかる

４９） 地域での避難訓練や防災講習会に参
加する時間を作るのは困難だ

５６） 堤防や河川の改修のために、税金を
いまより多く出すことについては抵抗がある

５４） たくさんの税金を投入して、河川の整
備を進めることは無駄なことだ

５５） 同じ額の税金を使うなら、河川の整備
だけでなく、被害者の補償制度も必要だと
思う

５２） 治水のための公共工事を強化すれ
ば、水害のない社会が実現できる

５３） 大規模な河川の整備を行えば、被害
は最小限に抑えることができる



16.8

38.5

8.3

9.7

6.5

25.4

45.8

31.4

13.2

37.7

34.9

13.5

23.8

20.1

24.1

32.0

29.3

5.0

38.8

23.2

25.6

17.0

20.8

36.5

37.5

41.1

26.8

16.2

22.7

23.2

34.0

6.2

34.2

24.3

19.6

11.6

5.8

31.4

17.5

13.0

20.9

6.0

21.5

7.1

11.5

7.4

38.0

11.0 (3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

４６） 浸水被害は、住居の盛り土を高く        
すれば軽減できる                       

４７） 水害時に避難情報がもっと               
伝えられれば、被害は少なくなるだろう

４８） 指定されている避難所は、                
自宅から遠くて時間がかかる        

４９） 地域での避難訓練や防災講習会に      
参加する時間を作るのは困難だ  

５０） 居住地の災害危険地域の有無などを   
調べたりするのは、正直面倒だ    

５１） 防災用品を購入する金銭的負担は、    
さほどではない                         

５２） 治水のための公共工事を強化すれば、
水害のない社会が実現できる    

５３） 大規模な河川の整備を行えば、          
被害は最小限に抑えることができる

５４） たくさんの税金を投入して、                
河川の整備を進めることは無駄なことだ

５５） 同じ額の税金を使うなら、 河川の整備   
だけでなく、 被害者の補償制度も必要だと思う

５６） 堤防や河川の改修のために、 税金を     
いまより多く出すことについては抵抗がある

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 不明

Administrator
「浸水被害は、住居の盛り土を高くすれば軽減できる」という事前の備えに関する項目、「水害時に避難情報がもっと伝えられれば、被害は少なくなるだろう」という緊急時の対応に関する項目、「同じ額の税金を使うなら、河川の整備だけでなく、被害者の補償制度も必要だと思う」という被災者補償に関する各項目、「治水のための公共工事を強化すれば、水害のない社会が実現できる」という治水構造物の減災機能に関する項目それぞれにおいて、「非常にそう思う」と「ややそう思う」の割合が高かった。



非常に
知って
いる

やや
知って
いる

どちらとも
いえない

あまり
知らない

まったく
知らない

無回答 総数

度数 580 1,454 422 460 94 26 3,036

（％） 19.1 47.9 13.9 15.2 3.1 0.9 100

度数 125 1,041 575 1,015 246 34 3,036

（％） 4.1 34.3 18.9 33.4 8.1 1.1 100

度数 89 656 638 1,251 358 44 3,036

（％） 2.9 21.6 21.0 41.2 11.8 1.4 100

度数 1,256 1,338 193 164 34 51 3,036

（％） 41.4 44.1 6.4 5.4 1.1 1.7 100

度数 438 1,832 367 313 47 39 3,036

（％） 14.4 60.3 12.1 10.3 1.5 1.3 100
５）防災袋の中に何を入れておくべきか

１）自分が住んでいる場所の水害の危険性

２）行政機関が行っている河川整備の現状

３）水害に関する保険制度や仕組み

４）水害時の指定された避難所

　問１1．あなたは、水害に関して、以下の情報についてどのくらい知っていますか。
             1) 　から  5)  までの項目それぞれについて、あてはまる番号に○をつけてください。

19.1

41.4

14.4

47.9

34.3

21.6

44.1

60.3

13.9

18.9

21

6.4

12.1

33.4

41.2

10.3

15.2

5.4

8.1

11.8

0.9

1.1

1.4

1.7

1.3 (3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１） 自分が住んでいる場所の
水害の危険性        

２） 行政機関が行っている  
 河川整備の現状     

３） 水害に関する              
保険制度や仕組み 

４） 水害時の指定された     
避難所                 

５） 防災袋の中に             
何を入れておくべきか

非常に知っている やや知っている どちらともいえない あまり知らない まったく知らない 無回答

Administrator
「自分が住んでいる場所の水害の危険性」に対して、「非常に知っている」が約19%で「やや知っている」が約48%と、両評価の合計は7割弱に達した。「水害時の指定された避難所」に対して、「非常に知っている」は約41%で「やや知っている」は約44%と、両評価の合計は8割強に達した。「防災袋の中に何を入れておくべきか」に対しては、「非常に知っている」が約14%、「やや知っている」が約60%と、両評価の合計は7割強に達した。「水害に関する保険制度や仕組み」に対しては、「まったく知らない」が約12%で「あまり知らない」が約41%と、両評価の合計は5割強に達していた。

居住地の水害の危険性、避難所、防災袋に入れておくべき物に関する諸項目においては、「非常によく知っている」、「やや知っている」という回答の割合が高かった。



東海豪雨より
前からしている

東海豪雨の
後にした

現在は
していない

無回答 総数

度数 70 204 2,704 58 3,036

（％） 2.3 6.7 89.1 1.9 100

度数 207 1,115 1,617 97 3,036

（％） 6.8 36.7 53.3 3.2 100

度数 628 98 2,228 82 3,036

（％） 20.7 3.2 73.4 2.7 100

度数 585 552 1,844 55 3,036

（％） 19.3 18.2 60.7 1.8 100

度数 708 626 1,644 58 3,036

（％） 23.3 20.6 54.2 1.9 100

度数 1,539 899 545 53 3,036

（％） 50.7 29.6 18.0 1.7 100

度数 1,667 697 586 86 3,036

（％） 54.9 23.0 19.3 2.8 100

５）非常用の持ち出し品（貴重品など）をまと
めている

６）浸水時の避難場所を確認している

７）ラジオや懐中電灯などの防災用品を用
意している

１）水害の危険が少ない地域への移転を考
えている

２）自分の居住地域の浸水実績図（ハザー
ドマップ）を確認している

３）盛り土などで家の土台を高くしている

４）非常用の飲料水や食料を用意している

　問１２．あなたの家では、水害に対してどのような備えをしていますか。
              1) 　から  7)  までの項目それぞれについて、あてはまる番号に○をつけてください。

6.8

20.7

19.3

23.3

50.7

54.9

6.7

36.7

18.2

20.6

29.6

23

89.1

53.3

73.4

60.7

54.2

18

19.3 (3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１） 水害の危険が少ない            
地域への移転を考えている

２） 自分の居住地域の浸水実績図
（ハザードマップ）を確認している

３） 盛り土などで家の土台を高く   
している                       

４） 非常用の飲料水や食料を     
用意している                

５） 非常用の持ち出し品            
（貴重品など）をまとめている

６） 浸水時の避難場所を           
確認している              

７） ラジオや懐中電灯などの      
防災用品を用意している  

東海豪雨より前からしている 東海豪雨の後にした 現在はしていない 無回答

Administrator
「水害の危険が少ない地域への移転」に対して、「東海豪雨災害前から検討している」と「東海豪雨災害後に検討した」の両評価割合の合計は9％だった。「自分の居住地域の浸水実績図（ハザードマップ）を確認している」に対しては、「東海豪雨災害後に行った」が約37％で「現在はしていない」が約53%だった。「浸水時の避難場所を確認している」に対しては、「東海豪雨災害前から検討している」が約51％、「ラジオや懐中電灯などの防災用品を用意している」に対して、「東海豪雨災害前からしている」が約55％だった。



非常に
そう思う

やや
そう思う

どちら
とも
いえない

あまり
そう
思わない

まったく
そう
思わない

無回答 総数

①　このような議論においては、専門家はどのような役割を果たしてほしいと思いますか。

度数 1,069 1,172 609 93 40 53 3,036

（％） 35.2 38.6 20.1 3.1 1.3 1.7 100

度数 1,120 1,067 664 101 34 50 3,036

（％） 36.9 35.1 21.9 3.3 1.1 1.6 100

度数 1,459 1,166 295 42 25 49 3,036

（％） 48.1 38.4 9.7 1.4 0.8 1.6 100

度数 1,440 1,098 375 48 22 53 3,036

（％） 47.4 36.2 12.4 1.6 0.7 1.7 100

度数 747 1,207 870 98 31 83 3,036

（％） 24.6 39.8 28.7 3.2 1.0 2.7 100

③　あなた自身は、このような議論に参加してみたいと思いますか？

度数 289 658 1,294 536 208 51 3,036

（％） 9.5 21.7 42.6 17.7 6.9 1.7 100

度数 177 602 1,315 506 344 92 3,036

（％） 5.8 19.8 43.3 16.7 11.3 3.0 100

１） 自分が議論に参加できる機会が
あれば、積極的に参加してみたい

２） 自分はあまり関心がないので、そ
ういうことに関心がある市民にまかせ
た方がよい

②　あなたは水害対策や防災計画に
     住民が参加するシステムを作るべき
     だと思いますか？

４） 科学的・専門的なデータをわかり
やすく伝える役割を果たしてほしい

３） 行政機関の意見をわかりやすく伝
えてほしい

２） 住民の側に立つような役割を果た
してほしい

１） 行政機関と住民を仲介する
ような役割を果たしてほしい

　問１３．ダムの建設、遊水地の整備、河川改修工事、排水ポンプ設置など水害対策や地域の
              防災計画について、行政機関、専門家だけではなく、住民を交えての議論を行うべきだと
              いう意見があります。このような意見についてのあなた御自身の考えをお聞かせください。

35.2

36.9

48.1

47.4

24.6

9.5

5.8

38.6

35.1

38.4

36.2

39.8

21.7

19.8

20.1

21.9

9.7

12.4

28.7

42.6

43.3

17.7

16.7

6.9

11.3

1.7

1.6

1.6

1.7

2.7

1.7

3 (3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①１) 行政機関と住民を仲介するような
役割を果たしてほしい             

2) 住民の側に立つような役割を   　
  果たしてほしい             　　       

3) 行政機関の意見をわかりやすく　
  伝えてほしい                     　

4) 科学的・専門的なデータを       　
  わかりやすく伝える役割を       　
  果たしてほしい                     　　

② あなたは水害対策や防災計画に   
住民が参加するシステムを      
作るべきだと思いますか？       

③ 1) 自分が議論に参加できる機会が
     あれば、積極的に参加してみたい

2) 自分はあまり関心がないので、 
  そういうことに関心がある市民に
  まかせた方がよい                　 

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 無回答

Administrator
「行政機関の意見を分かりやすく伝えて欲しい」、「科学的・専門的なデータを分かりやすく伝える役割を果たして欲しい」の両項目に対して、「非常にそう思う」と「ややそう思う」の両評価はともに高い割合を示していた。また、「行政機関と住民を仲介するような役割を果たしてほしい」、「住民の側に立つような役割を果たして欲しい」の両項目においても、肯定的評価の割合が高かった。



総数 構成比(%)
大規模な河川改修をして、水害を起こさないようにする対策 21,350 74.4
ある程度の河川の氾濫を受け入れて、被害者に対して補償する対策 7,350 25.6
合計 28,700 100

ある程度の河川の氾濫
を受け入れて、被害者
に対して補償する対策
26%

大規模な河川改修をし
て、水害を起こさないよ
うにする対策
74%

　問14　あなたは全治水予算を１０として、以下の２つの対策に予算配分するとしたらどのように
　　　　　配分しますか。２つの数字を足して１０になるように数字を記入してください。

Administrator
「大規模な河川改修をして、水害を起こさないようにする対策」に予算を配分すべきという回答が74％と非常に高い割合を占めていた。



大規模な河川改修をして、
水害を起こさないように
する対策

ある程度の河川の氾濫を
受け入れて、被害者に対して
補償する対策

度数 構成比(5)

10 0 688 22.7
9 1 235 7.7
8 2 581 19.1
7 3 490 16.1
6 4 237 7.8
5 5 466 15.3
4 6 77 2.5
3 7 51 1.7
2 8 29 1.0
1 9 6 0.2
0 10 10 0.3

無回答 166 5.5
合計 3,036 100

22.7

7.7

19.1

16.1

7.8

15.3

2.5

1.7

1

0.2

0.3

5.5

(688)

(235)

(581)

(490)

(237)

(466)

(77)

(51)

(29)

(6)

(10)

(166)

0 5 10 15 20 25

10：0

9：1

8：2

7：3

6：4

5：5

4：6

3：7

2：8

1：9

0：10

無回答

％

Administrator
「大規模な河川改修をして、水害を起こさないようにする対策」に10を費やし、「ある程度の河川の氾濫を受けいれて、被災者に対して補償する対策」には一切費やすべきではないという回答が約23％、前者に8を費やし後者に2を費やすべきという回答は約19%、前者に7後者に3を費やすべきという回答は約16%だった。



度数 構成比(%)
二度と起こらない 99 3.3
5年以内に起こる 235 7.7
10年以内に起こる 433 14.3
20年以内に起こる 406 13.4
50年以内に起こる 269 8.9
100年以内に起こる 118 3.9
100年以上後に起こる 39 1.3
わからない 1,290 42.5
無回答 147 4.8
合計 3,036 100

3.3

7.7

14.3

13.4

8.9

3.9

1.3

42.5

4.8

(235)

(99)

(433)

(406)

(269)

(118)

(39)

(1,290)

(147)

0 10 20 30 40 50

二度と起こらない

5年以内に起こる

10年以内に起こる

20年以内に起こる

50年以内に起こる

100年以内に起こる

100年以上後に起こる

わからない

無回答

％

　問１５　この地域で、一昨年の東海豪雨のような被害をもたらす大水害は、今後また
　　　　　　起こると思いますか？起こるとしたらいつ頃起きると思いますか。

Administrator
「わからない」が約43％で最も高い割合を示していた。その他、「10年以内」が約14％、「20年以内」の約13％だった。



非常に
そう思う

やや
そう思う

どちら
とも
いえない

あまり
そう
思わない

まったく
そう
思わない

無回答 総数

度数 471 1,416 767 248 94 40 3,036

（％） 15.5 46.6 25.3 8.2 3.1 1.3 100

度数 797 1,090 761 251 87 50 3,036

（％） 26.3 35.9 25.1 8.3 2.9 1.6 100

度数 195 695 1,050 753 296 47 3,036

（％） 6.4 22.9 34.6 24.8 9.7 1.5 100

１） 自然災害は、周期的に起こるものであ
る

２） 自然災害は、人間の自然破壊に対する
仕返しである

３） 自然災害は、科学技術の進歩によって
なくすことができる

　問１６．あなた御自身の考え方についてお伺いします。 あまり深く考え込まないで、感じたままを
             お答えください。 以下 1) 　から  27)  までの項目それぞれについて、あてはまる番号に
　　　　　 ○をつけてください。

災害観

15.5

26.3

6.4

46.6

35.9

22.9

25.3

25.1

34.6

8.3

24.8

8.2

9.7

(3,036)

(3,036)

(3,036)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１） 自然災害は、周期的に起こるものである

２） 自然災害は、人間の自然破壊に対する
仕返しである　　　　　　　　　　　　　　

３） 自然災害は、科学技術の進歩によって
なくすことができる　　　　　　　　　　

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 不明

Administrator
「自然災害は、周期的に起こるものである」に対して、「非常にそう思う」と「ややそう思う」の回答割合の合計が約62％と高い割合を示していた。同様に、「自然災害は人間の自然破壊に対する仕返しである」という項目においても、「非常にそう思う」と「ややそう思う」の回答をあわせて約62％の割合を示していた。



非常に
そう思う

やや
そう思う

どちら
とも
いえない

あまり
そう
思わない

まったく
そう
思わない

無回答 総数

度数 1,562 1,087 296 41 17 33 3,036

（％） 51.4 35.8 9.7 1.4 0.6 1.1 100

度数 331 981 1,178 382 108 56 3,036

（％） 10.9 32.3 38.8 12.6 3.6 1.8 100

度数 1,511 1,121 296 52 15 41 3,036

（％） 49.8 36.9 9.7 1.7 0.5 1.4 100

度数 75 386 1,261 762 502 50 3,036

（％） 2.5 12.7 41.5 25.1 16.5 1.6 100

４） 環境を守らなければ、人類は生き残れ
ない

５） 環境を守るためには、生活水準の低下
を受け入れる心構えも必要だ

６） 河川の豊かな自然環境を子孫の代まで
残しておきたい

７） 河川の自然環境を保全するためなら、
いまより高い税金を払ってもよい

環境への配慮

51.4

10.9

49.8

35.8

32.3

36.9

12.7

9.7

38.8

9.7

41.5

12.6

25.1 16.5 (3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

４） 環境を守らなければ、                  
人類は生き残れない              

５） 環境を守るためには、生活水準の　 
低下を受け入れる心構えも必要だ

６） 河川の豊かな自然環境を              
子孫の代まで残しておきたい      

７） 河川の自然環境を保全するためなら、
いまより高い税金を払ってもよい

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 不明

Administrator
「環境を守らなければ人類は生き残れない」に対して、「非常にそう思う」（約51%）と「ややそう思う」（約36%）の回答割合の合計が約87％と非常に高い割合を示していた。「河川の豊かな自然環境を子孫の代まで残しておきたい」に対しては、「非常にそう思う」（約50%）と「ややそう思う」（約37%）の回答割合の合計が約87％を占めていた。「環境を守るためには、生活水準の低下を受け入れる心構えも必要だ」に対しては、「非常にそう思う」（約11%）と「ややそう思う」（32%）の回答割合の合計が約43％だった。「河川の自然環境を保全するためなら、いまより高い税金を払ってもよい」に対しては、「非常にそう思う」（約3%）と「ややそう思う」（約13%）の回答割合の合計が約15％に過ぎなかった。



非常に
そう思う

やや
そう思う

どちら
とも
いえない

あまり
そう
思わない

まったく
そう
思わない

無回答 総数

度数 1,161 1,055 465 243 96 16 3,036

（％） 38.2 34.7 15.3 8.0 3.2 0.5 100

度数 1,172 901 547 280 117 19 3,036

（％） 38.6 29.7 18.0 9.2 3.9 0.6 100

度数 121 555 1,386 676 222 76 3,036

（％） 4.0 18.3 45.7 22.3 7.3 2.5 100

８） 今住んでいるところに、愛着のようなも
のを感じている

９） これからも、今のところに住み続けたい

１０） 今住んでいるところの良い点（偉人の
輩出・快適さなど）を他地区の人に自慢でき
ると思う

38.2

38.6

34.7

29.7

18.3

15.3

18.0

45.7

9.2

22.3

8.0

7.3

(3,036)

(3,036)

(3,036)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

８） 今住んでいるところに、         
愛着のようなものを感じている

９） これからも、今のところに      
住み続けたい               

１０） 今住んでいるところの良い点
（偉人の輩出・快適さなど）を
他地区の人に自慢できると思ｳ

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 不明

地域への愛着

Administrator
「今住んでいるところに、愛着のようなものを感じる」に対しては、「非常にそう思う」（約38%）と「ややそう思う」（約35%）の回答割合の合計が約73％と高い割合を示していた。「これからも、今のところに住み続けたい」に対しては、「非常にそう思う」（約39%）と「ややそう思う」（約30%）の回答割合の合計が約69％と高い割合を示していた。



非常に
そう思う

やや
そう思う

どちら
とも
いえない

あまり
そう
思わない

まったく
そう
思わない

無回答 総数

度数 276 1,022 1,111 493 82 52 3,036

（％） 9.1 33.7 36.6 16.2 2.7 1.7 100

度数 224 1,098 1,125 451 60 78 3,036

（％） 7.4 36.2 37.1 14.9 2.0 2.6 100

度数 202 1,000 1,239 457 61 77 3,036

（％） 6.7 32.9 40.8 15.1 2.0 2.5 100

度数 378 1,245 1,003 306 38 66 3,036

（％） 12.5 41.0 33.0 10.1 1.3 2.2 100

度数 587 1,371 807 173 25 73 3,036

（％） 19.3 45.2 26.6 5.7 0.8 2.4 100

１５）社会全体がどのような方向に動いてい
るかということに関心がある

１１） 社会の中で、自分がどのような立場に
おかれているかを考えることがある

１２） 社会がいかに成り立っているかという
ことについて考えることがある

１３） 社会の中で、自分はどのように行動す
べきなのかを考えることがある

１４）自分が暮らす社会全体のことについて
考えることがある

9.1

7.4

6.7

12.5

19.3

33.7

36.2

32.9

41.0

45.2

36.6

37.1

40.8

33.0

26.6

14.9

15.1

5.7

10.1

16.2 (3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１１） 社会の中で、自分がどのような   
立場におかれているかを   
考えることがある             

１２） 社会がいかに成り立っているかと
いうことについて考えることがある

１３） 社会の中で、自分はどのように   
行動すべきなのかを考えることがある

１４）自分が暮らす社会全体の           
ことについて考えることがある     

１５）社会全体がどのような方向に      
動いているかということに関心がある

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 不明

社会に対する意識

Administrator
「社会の中で、自分がどのような立場におかれているかを考えることがある」に対して、「非常にそう思う」（約9％）と「ややそう思う」（約34％）の回答割合の合計は約43％だった。同様に、「社会がいかに成り立っているかということについて考えることがある」に対して、「非常にそう思う」（約7%）と「ややそう思う」（約36％）の回答割合の合計は約43%だった。「自分が暮らす社会全体のことについて考えることがある」に対して、「非常にそう思う」（約13％）と「ややそう思う」（41％）の回答割合の合計は約54％に達していた。「社会全体がどのような方向に動いているかということに関心がある」に対して、「非常にそう思う」（約19%）と「ややそう思う」（約45%）の回答割合の合計は約64%だった。



非常に
そう思う

やや
そう思う

どちら
とも
いえない

あまり
そう
思わない

まったく
そう
思わない

無回答 総数

度数 99 382 1,457 686 282 130 3,036

（％） 3.3 12.6 48.0 22.6 9.3 4.3 100

度数 1,159 1,223 498 94 23 39 3,036

（％） 38.2 40.3 16.4 3.1 0.8 1.3 100

度数 373 1,408 792 301 120 42 3,036

（％） 12.3 46.4 26.1 9.9 4.0 1.4 100

度数 534 1,312 958 174 22 36 3,036

（％） 17.6 43.2 31.6 5.7 0.7 1.2 100

度数 289 1,205 1,234 189 39 80 3,036

（％） 9.5 39.7 40.6 6.2 1.3 2.6 100

度数 27 265 1,232 1,056 377 79 3,036

（％） 0.9 8.7 40.6 34.8 12.4 2.6 100

度数 291 1,139 1,120 327 90 69 3,036

（％） 9.6 37.5 36.9 10.8 3.0 2.3 100

度数 680 868 1,032 338 56 62 3,036

（％） 22.4 28.6 34.0 11.1 1.8 2.0 100

度数 691 1,064 930 259 41 51 3,036

（％） 22.8 35.0 30.6 8.5 1.4 1.7 100

度数 440 1,211 1,122 195 17 51 3,036

（％） 14.5 39.9 37.0 6.4 0.6 1.7 100

度数 326 1,007 1,144 385 117 57 3,036

（％） 10.7 33.2 37.7 12.7 3.9 1.9 100

度数 32 235 1,073 1,120 514 62 3,036

（％） 1.1 7.7 35.3 36.9 16.9 2.0 100

２４）危ない所へは絶対近づかない

２５） 何ごとにも用心深く対処する

２６） 危険と上手につきあうのが人生である

２７） 向こう見ずだと人に言われることがあ
る

１６） 冒険できそうなことがあると、気づいた
ときには始めている

１７） 何ごとも安全第一である

２１） 自分の力量を考えずに冒険してしまう

２２） 危険と安全が混じり合っていることで
世の中は成り立っている

２３） こわいことは何でも嫌いである

１８） 世の中のあらゆる出来事に危険がつ
きまとうのは仕方がない

１９） 失敗しないように何ごとも慎重に物事
を進める

２０） 難しい問題は全体を見通してからでな
いと始めない

リスクに対する意識



38.2

12.3

17.6

9.5

9.6

22.4

22.8

14.5

10.7

12.6

40.3

46.4

43.2

39.7

8.7

37.5

28.6

35.0

39.9

33.2

7.7

48.0

16.4

26.1

31.6

40.6

40.6

36.9

34.0

30.6

37.0

37.7

35.3

9.9

6.2

34.8

10.8

11.1

8.5

12.7

36.9

6.4

5.7

22.6

16.9

12.4

9.3 (3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

(3,036)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１６） 冒険できそうなことがあると、  
気づいたときには始めている

１７） 何ごとも安全第一である        

１８） 世の中のあらゆる出来事に    
危険がつきまとうのは仕方がない

１９） 失敗しないように何ごとも      
慎重に物事を進める   

２０） 難しい問題は全体を見通して 
からでないと始めない   

２１） 自分の力量を考えずに         
冒険してしまう              

２２） 危険と安全が混じり合って     
いることで世の中は成り立っている

２３） こわいことは何でも嫌いである

２４）危ない所へは絶対近づかない

２５） 何ごとにも用心深く対処する  

２６） 危険と上手につきあうのが    
人生である                

２７） 向こう見ずだと人に言われる  
ことがある                   

非常にそう思う ややそう思う どちらともいえない あまりそう思わない まったくそう思わない 不明

Administrator
「何ごとも安全第一である」に対しては、「非常にそう思う」（約38％）と「ややそう思う」（約40％）の回答割合の合計は約78％に達した。「失敗しないように何ごとも慎重に進める」に対しては、「非常にそう思う」（約18％）と「ややそう思う」（約43％）の回答割合の合計が約61%を占めていた。「向こう見ずだと人に言われることがある」に対しては、「まったくそう思わない」（約17％）と「あまりそう思わない」（約37％）の回答割合の合計が約54%で、5割強の回答者が否定的な評価を下していた。



水害 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査

2 0 0 2 年 1 月

◆この ア ンケ ー トは、 自然 災 害 に村 す る皆 様 の ご意 見 を うか が い 、こ れ を も とに して 「災 害 に強

い社 会」 を作 るた め の 資 料 と して使 用 い た し ます 。

◆この ア ンケ ー トは、宛 名 の 方 の ほ か 、ご家族 の 中心 とな られ て い る方 や 家 事 を担 当 され て い る

方 な どに ご回答 い た だ き ま す よ うお願 い い た しま す。

◆ご回答 い た だ き ま した ア ンケ ー ト用 紙 は、

の調 査 員 が い た だ き に うか が い ま す。

しま す 。

2 月上旬 か ら中旬 にか けて、社団法人 中央調査社

それ まで に ご記 入 、 ご保 管 くだ さい ます よ うお 願 い い た

1 ． ご記 入 は黒 また は青 の鉛 筆 、ペ ン、ボ ールペ ンで お願 いい た しま す。

2 ．回答 は、次 の要領 で ご記入 くだ さい。

＊問 1 か ら順 に進 ん で くだ さい。 ご回答 の結 果 、矢 印 （⇒ ）の 内容 に該 当 す る場 合 に

は、 その矢 印 の指 示 に沿 っ てお進 み くだ さい 。

＊回答 項 目 を用 意 して ある もの は、

あて は まる ものの番 号 （ 1 ． 2 ． 3 ． …・・・） を○ 印 で囲 んで くだ さい。

＊ あ ら か じ め用 意 さ れ て い る 回 答 項 目に あ て は ま ら な い 場 合 に は 、

「その他 （具体 的 に ）」の 中 に、あな たご 自身 の考 え を具体 的 に ご記 入 くだ さい。

＊○ 印の 数 は質 問文 の 末尾 に （○ 印 は い くつ で も）（○ 印 は 1 つ） とい った お願 い を

して お り ま す 。 そ の 指 示 に 従 っ て お 答 え くだ さい 。

3 ．欄 外 の⑪⑫ な どの記号 は、コ ン ピュー タで処 理 す る時 の記 号 で す。気 に な さ らず にお答 え

く だ さ い 。

4 ．この調査 は、独立行政法人 防災科学技術研究所 からの委託により、社 団法人 中央調査

社 が実施 してい ます。調 査 実施 上の お問 い合 わせ な どが あ りま した ら、下 記実施 担 当 まで

ご連 絡 くだ さい。

社団法人 中央調査社 名古屋支社

担 当 ：田山 ゲ‘′7

TEL．052－231－樹

第7 2 1 6 号

①～⑦

支局番号 地点番号 村象番号 調　 査　 員　 名 点　 検　 者　 名

4 0

Administrator
付　　録



間1 あ なたの年齢 、性別 とお宅 の世 帯 人数 につい てお答 え くだ さい。

（ 1）年齢 … 歳

⑪ ⑫

（ 2）性別 …1． 男性 2． 女性

⑬

（ 3）世 帯 人 数 … あ な た を含 め て 人

⑭ ⑮
間2 あ な たの ご 職 業 に つ い て お答 え くだ さい 。 あ て は ま る も

1 ．民 間企業 な どの会社員

2 ．公 務 員

3 ．自 営 業

4 ．農林漁業（専 業）

5 ．専業主婦（夫）

6 ． パ ー ト ・ ア ル バ イ ト

7 ．学 生

8 ． フ リ ー タ ー

問3 あ な たの お 住 ま い に つ い て お 聞 き します 。

（1）あ な たの お住 まい は・… …・・。 （○ 印 は 1 つ ）

1．持地持 家 （一戸建 て） 3．借 家 （一戸建 て）

2．借地持家 （一戸建 て） 4．社宅・ 社 員寮

（ 2）あ な たの お住 まい の構 造 につ い て、あ て は ま る番 号

ムして く だ さ い 。

1．一戸 建 て で 亡＞

2 ．集合住 宅でく＞

（ ○印 は 1 つ）

階建 て の家 に住 んで い る

階建ての

⑩⑳

一つに

の一 つに

⑯

⑧⑨⑲＝101

をつ け て く だ さ い 。

（○ 印 は 1 つ ）

9．無職（年金 など）

1 0．その他（具体 的に

5 ．賃貸集合住宅

6 ．分譲集合住宅

つl に 亡t

⑰

）

階に住 んで い る

⑬ ⑳ ⑳ ⑳ ⑭

（ 3）あ な た の お住 まい の構 造 は 、・・…・… 。 （○ 印 は 1 つ）

1．木 造 2．非木造（鉄筋や鉄骨造 りな ど）

（ 4）あ な た は現 在 の 場 所 に、 。（○ 印 は 1 つ ）

1．生 ま れ た と きか ら住 ん で い る

2．平 成 12 年 9 月 の東海豪雨災害以前 に転入 して きた

3．東 海豪雨災害以 降に転入 して きた

（5）あ な た は、現 在 の場 所 にお よそ何 年 間 住 ん でい らっ しゃい ます か。 （○ 印 は 1 つ）

1． 1 年未満 4． 20 年以上 30 年未満 7． 50 年以上

2． 1 年以上 10 年未満 5． 30 年以上 40 年未満

3． 10 年以上 20 年未満 6． 40 年以上 50 年未満

問4 お さ しつ か えな けれ ば、昨年 一年 間の お よその世 帯収 入 につ い てお答 え くだ さい。（○印 は 1 つ）

1 ． 30 0 万 円未満

2 ． 30 0 万 円以上 ～400 万 円未満

3 ． 40 0 万 円以上 ～500 万 円未満

4 ． 50 0 万 円以上 ～600 万 円未満

5 ． 60 0 万 円以上 ～700 万 円未満

6 ． 70 0 万 円以上 ～800 万円未満

7 ． 80 0 万 円以上 ～ 10 00 万円未満

8 ． 10 00 万円以上

－2－

【 10 1】

⑳

⑳

⑰

⑳



間5 あ な た は 、 ご近 所 や ご友 人 の 方 々 と どの よ うな 交 流 を して い ま す か。 以 下 の 1～ 11 で 、

あて は ま る番 号 ベ に をつ け て くだ さい 。（○ 印 は い くつ で も）

1 ．婦人会・ 老人会 な どの地域活動

2 ．ス ポ ー ツや趣 味 な どの 活 動（県 内 ）

3 ．ス ポーツや趣味 な どの活動（県外）

4 ．P T A な どの学校活動

5 ．ボ ラ ンテ ィア活 動（県 内）

6 ．ボ ラ ンテ ィア活 動（県 外 ）

7．町内会

8．消 防団（水 防団）

9．自主防災組織

1 0．それ以外の市民活動（具体 的 に

1 1．特 に ない

間6 災 害時 の指 定 され た避難 所 までの距 離 は、 どの くらい ですか。 （○ 印 は 1 つ ）

1． 0．5km （50 0m ）未満 4． 1．5k m ～2k m 未満

2． 0．5km （50 0m ） ～ 1 k m 未満 5． 2k m 以上

3． 1km ～ 1．5k m 未 満 6． わか らない

問7 防災講習 会 や避難訓 練 に、 どの程度 参加 してい ますか。 （○ 印 は 1 つ ）

1．毎 回必ず出 る

2． 出 な い と き も あ る

3．関心 が ない の で 、参 加 しない

4．情 報 が 得 られ な い の で、 参 加 で きない

5．体 に障 害 や病 気 が あ る ので 、 参 加 で きな い

⑳

⑳）

⑪

⑫

問8 －1 あ な た は 、平 成 12 年 9 月 の 東海 豪 雨 災 害 以 前 に水 害 の 経 験 が あ り ます か。 （○ 印 は 1 つ）

1・ あ る J 2 ． な い

J
（ 間 8－2 へ 進 ん で くだ さい ）

l‾‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ － ‾ 一 ‾ ‾ ‾ ‾ ■ － ■ ■ ‾ ‾ ● ■ ● － ■ － － ● ● ■ ● ■ ■ ■ ● ■ 一 一 － － － － － － ● ■ ■ ■ － ■ ● ■ ● － － ● ■ － － － － ■ 一 － － － － － － － ■ ■ － ■ ■ － ■ － ● － ■ ■ － ● － － ● － ■ 一 － ● － ● ■ 一 － － － ■ － ● ■ － ● ■ ■ － ● ■ － ■ － － ■ ● － － 一 一 ● － ● － － － － － － ● － － － － － 一 一 l

1 －

1 1

；（1）あなたは、超幽
l

l

l

l

l

l

匹珪 塾盈皇凰 で、水害 による被 害 を経験 しま したか。

1 ．浸水・ 被害 はなか った 4．一部損壊・ 半壊 した

2 ．床下浸水 した 5．全壊・流失 した

3 ．床上浸水 した

l

l

（ ○ 印 は 1 つ ） ；
l

6 ．伊 勢湾台風 は経験 してい ない

（ 2）あなたは、盟圭岨 皇凰ユヱ呈で、水害による被害を経験しましたか。

1 ．浸水・ 被害 はなか った 4．一部損壊・半壊 した

2 ．床下浸水 した 5．全壊・流失 した

3 ．床上浸水 した

l

（○ 印は 1 つ ） ：
l

I

6 ．台風 17 号 は経験 していない ；
l

1

1

1

1

1

I

l

l

l

l

1

1

（ 3 ） あ な た は、 上 記 の 災害 の ほ か に 、水 害 の 経 験 が あ り ます か 。 あ り ま した ら、 もっ とも大 き
l

かっ た もの に つ い て 、（ ）内 に具 体 的 に ご記 入 の上 、被 害状 況 に つ い てお 答 え くだ さい。 喜

（ ○ 印は 1 つ ） ；
l

⑳

⑭

⑮

・ 昭和・ 平成 （ ）年に、 （

1 ．浸水・ 被害 はなか った 4．一部損壊・ 半壊 した

2 ．′床下浸水 した 5．全壊・流失 した

3 ．床上浸水 した

）を経 験 した
I

6 ．その他の水害は経験 していない 圭
l

l

l

l

l

I

1

1

1

l  l

【 1 0 1】
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⑰
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問8 －2 で は、平成 12 年 9 月の主産塵鹿足 邑空包披呈抜温 につ いてお聞 き します。

（ 1）且＿宅＿壷屋 の 浸水 状 況 に つ い てお 答 え くだ さい。あ て は ま る番号

に r 土 して く だ さ い 。 （○ 印 は 1 つ ）

1 ．浸 水 な し

2 ．床 下浸水 した ◇ （玄関前 の地面か ら

3 ．床 上浸水 した ◇ （玄関前 の地面 か ら

⑳

賢一 つ に つし

c m ） ⑳⑩⑪

c m ） ⑫⑬⑭

（ 2）鹿屋 の被害状況 につい てお答 えくだ さい。 （○ 印 は 1 つ ）

1．家屋へ の被害 はなか った

2．壁 や床板 な ど家屋 の一部が破損 した

3．半壊 した

4．全壊・ 流失 した

C m

（ 3）あ なたの世帯 ではテ レビや冷蔵庫 な どの姐 に被 害があ りま したか。 （○印 は 1 つ ）

1．被 害があ った 2．被害 はなか った

（ 4）あなたの世帯の且勤王 には被害がありましたか。（あてはまる番号二⊇＿出

に r 土

1 ． C ＞

して く だ さ い 。 ）

台被害 を受 けた 2 ．被 害 を受 け な か った

⑮

節

⑰

⑱⑩

（ 5）次の① ～④ について、あなたの世帯 の水害被害額 と、それに対 する保 険の支払額（補填額）をお

答 え くだ さい。 なお 、被 害 額 は、被 害物 を補 修 、買 い換 えな どの ため に支 払 っ た金額 （ロー ン

な どの 予定 も含 む） を ご記 入 くだ さい。被 害 の な か っ た もの に つ い て は「0． な し」に ○ をつ

けて くだ さい。 また 、⑤ に は被 害 は受 け たが 買 い換 え 、補 修 な ど を しなか った もの の被 害 額 を

，○三

し＿ 白
己入 く だ さ い 。

注）一万 円以下 は四捨 五入

被害 額（買 い換 え、補修 費 な ど）

億 千 百 十 一

⑮⑭⑬⑫⑪

⑳⑳⑲⑱⑰

⑳⑳⑳⑭⑳

①家 屋…・・・

②家 財……

③自動 車 ‥… ・

④その他

（ ）…

（ ）…

⑳⑫⑪⑳⑳

⑳⑱⑰⑳⑮

万円 0 ．な し

万円

円万

円万

円万

⑯
0 ． な し

⑳

0 ． な し

⑳

0 ． な し

⑭
0 ． な し

⑩

保険 か らの補填額

億千 百 十 一

⑪⑳⑲⑱⑰

⑰⑳⑮⑭⑳

⑳⑫⑪⑳⑳

⑳⑱⑰⑳⑳

⑮⑭⑳⑫⑪

万

万

万

円

円

円

円

円

春

万

⑧（勤⑲ ＝ 10 2

し

し

し

な

な

な
▼

0・

⑫

0・

⑳

0
・

しな

⑭

0
・
⑩
0 ． な し

⑯

⑤上記以外の被害額 （破棄処分後 、買い換 え、補修 な ど しなかったもの）

⑮⑭⑬⑫⑪

（ ）… 万円 0 ． な し

⑯

ー4－

⑪⑳⑳⑱⑰

万円 0 ． な し

⑫
【10 1 ・ 1 0 2 】



（ 6）あなたの世 帯 で は 、水 害 に備 えて何 か保 険 に入 っ てい ます か。① 、② の そ れ ぞ れ にお答 え くだ

さい。 ⑧⑨⑲ ＝ 103

①家屋に関する保 険 （○印は 1 つ ）

1．東 海豪 雨 災 害 よ り前 か ら加 入 して い た

2．東海豪雨災 害 よ り前 か ら加 入 してい たが 、災害以 降 に、保 険会社 や保 険額 な どの見 直 しを した

3．東海豪雨災害以 降に新 たに加入 した

4．加入 して い な い

②家財に関する保険（住宅総合保険 などを含 む）（○印は 1 つ ）

1．東 海豪 雨災 害 よ り前 か ら加 入 して い た

2．東海豪 雨災害 よ り前 か ら加入 していたが、災害 以降 に、保険会社 や保 険額 な どの見直 しを した

3．東海豪雨災害以降 に新 たに加入 した

4．加 入 して い ない

問9 東海豪雨 災害以 降 、あ なたが 「あ なた 自身 」や 「周 囲」が変 化 した と感 じる点 は どの よ うな こ と

で しょ うか 。以 下 の 1 ）か ら 13 ） ま で の 項 目 そ れ ぞ れ に 、 「 1 ま っ た く そ う思 わ な い 」か ら「 5

非 常 に そ う思 う」 ま で 、 あ て は ま る 番 号 に○ を つ け て くだ さい 。 （○ は そ れ ぞ れ 1 つ ず つ ）

ま

っ
た
く
そ
う

思
わ
な

い

あ
ま
り
そ
う

思
わ
な

い

ど
ち
ら
と
も

い
え
な

い

や

や
そ
、つ
思
、つ

非
常
に
そ
う
思
う

⑪

⑫

1 ）天 気 予 報 や ニ ュ ー ス な ど を 注 意 して 見 る よ う に な っ た ＝ ‥ ‥ ‥ ‥・・

2 ）自分 の住 ん で い る地 域 の 避 難情 幸削こ敏 感 に な っ た・・‥ ‥‥・‥・・・l・

3 ）大 雨 の 時 に は な る べ く外 出 を避 け る よ う に な っ た・・・‥ ‥・‥ ‥ ‥・・

4 ）ラ ジオや懐 中電 灯 な どの 防 災用 品 を揃 え てお くこ との重 要 性 を ‥ ‥

再 認 識 した

1

1

1

1

5 ）近 隣 住 民 に よ る 自主 防 災組 織 に 、 よ り積極 的 に関与 した い と思・‥・ 1

う よ う に な っ た

6 ）近 隣 の住 民 の 皆 さん が 、水 害 に対 す る備 え に対 して 、 よ り力 を ‥ ‥ 1

入 れ る よ う に な っ た と思 う

7 ）地 域住 民 が中 心 に な った 防 災活 動 が 、 さ らに盛 ん に な っ て きた ‥ ‥ 1

と 思 う

8 ）行 政機 関 の 水 害対 策 が 、 よ り盛 ん に な っ た と思 う‥ ‥ ‥ ‥・l‥・＝・ 1

9 ）科 学技 術 を用 い て堤 防 や水 路 を整 備 して も、必 ず しも水 害 を防 ‥ ‥ 1

げ な い こ と を 改 め て 実 感 した

1 0）行 政機 関の 防 災 対 策 の み で水 害 を防 げ な い こ と を改 め て認 識 した ‥ 1

1 1 ）家族 や近 所 の人 た ち と災 害 の話 題 をす る こ とが 多 くな っ た ‥ ‥ ‥ ‥ 1

1 2 ）自分 で で きる被 害軽 減 策 に つ い て考 え るよ うに な った ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ 1

1 3）自分 自身 や 周 囲 の 人 々 も含 め て 、特 に変 わ っ た点 は な い と思 う‥・・ 1

－5－

2
2
2
2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

つ
J

つ
J

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4
4
4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5
5
5
5

5

5

5

5

5

5

5

5

5
【 10 3 】
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⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

⑳

⑫

⑳

⑭

⑳



間10 水害についてのあなたの考えをお聞きします。塵＿皇膿 至 ＿ゝ＿盛＿じたま＿宝＿を＿金

竺 小
し＼ 。以 下 の 1 ） か ら5 6） ま で の 項 目 そ れ ぞ れ に 、 「 1 ま っ た くそ う思 わ な い 」 か ら

「 5 非 常 に そ う思 う」まで 、あて は まる番 号 に○ をつ けて くだ さい。 （○ はそ れぞれ 1 つ ず つ ）

ま

っ
た

く

そ

う

思

わ

な

い

1 ）近所 の皆 さん が水 害 対 策 をや っ てい るの に 、私 だ け が何 の 対 策 ‥ ‥ 1

も しな い の は気 が 引 け る

2 ）避 難 所 で の食 料 や 水 は 、行 政機 関 が 十 分 に備 蓄 してお くべ きだ ‥‥ 1

と思 う

3 ）自主 防 災組 織（消 防 団 な ど）に 入 りた い と思 う‥ ‥ ＝ ‥ ＝ ‥ ‥・・・・＝ 1

4 ）水 害 の 危 険 性 の あ る地域 に住 ん で い る以 上 、 あ る程 度 まで な ら‥ ＝ 1

河 川 の 氾濫 を受 容 して も よい と思 う

5 ）今 後 起 こ る か も しれ な い水 害 に備 え て 、浸 水 実 績 図 （ハ ザ ー ド‥・・ 1

マ ッ プ ） を 見 て お こ う と思 う

6 ）避 難 袋 を用 意 して お けば 、水 害 の時 に役 立 つ と思 う ‥ ‥ ‥‥ ‥ ‥・・ 1

7 ）大 規模 な 河川 の整 備 を行 え ば 、被 害 は最 小 限 に抑 える こ とが で ‥ ‥ 1

き る

8 ）行 政機 関 が 行 って い る水 害 対 策 の 内 容 につ い て興 味 が あ る ‥ ‥ ‥ ‥ 1

9 ）河 川 の 氾濫 は 自然 の営 み な の で 、 あ る程 度 ま で は仕 方 が な い・・‥ ＝ 1

1 0）行政 機 関 は、一 部 地 域 に被 害 が 偏 る よ うな防 災計 画 をた て た り ‥ ‥ 1

は しな い だ ろ う

1 1）私 が水 害 に対 して備 え をす る な らば、 親 しい友 人 は私 の 対 策 行 ‥ ‥ 1

動 に対 して好 印象 をもつ と思 う

1 2）親 戚 や 家族 が水 害 対 策 を してい るの に 、私 だ けが何 の 備 え も し‥ ‥ 1

な か っ た ら 、 自 分 自 身 心 苦 し く思 う だ ろ う

－6－

あ

ま

り

そ

う

思

わ

な

い

2

ど

ち

ら

と

も

い
え

な

い

つ
J

や
や
そ
う
思
う

4

2 3 4

2 3 4

2 3 4

2 3 4

2 3 4

2 3 4

2 3 4

2 3 4

2 3 4

2 3 4

2 3 4

非
常

に
そ
う
思
う

5

5

5

5

5

5

5

5
ヽ

⑳

（ 戸

⑳

⑳

⑳

⑪

⑫

⑳

5 ⑭

5 ⑳

5 ⑳

5 ⑰

【 10 3】



ま

っ
た
く

そ

う

思

わ

な

い

1 3）で きる だ け行政 機 関 に頼 らず に 、 自分 の 力 で水 害 に備 え るべ きだ ‥ 1

1 4）市 民の 一人一人が防災対策 を行 えば、被害 は最小限 に抑 えるこ・‥・ 1

と が で き る

1 5）水 害 が起 こっ た場 合 、床 下 浸 水 まで な らば 、 あ る程 度 が まん で・‥・ 1

き る

1 6 ）行 政機 関の職 員 は 、 いつ も尊 重 的 な 態度 で接 して くれ てい る ‥ ‥ ‥ 1

1 7）指 定 されて い る避 難 所 は、 自宅 か ら遠 くて時 間 が か か る・‥ ‥ ‥ ‥・ 1

ヽ

1 8）新 聞 で水 害 に関 す る記 事 が 載 って い る と、興 味 を持 って読 む こ ‥ ＝ 1

とが多 い

1 9 ）水 害 が起 こ っ て も 、 自分 の生 活 に は支 障 は な い だ ろ う・・‥・・‥ ‥ ‥ 1

2 0）地域 での避難訓練や防災講習会 に参加 する時間 を作 るのは困難 だ・・ 1

2 1）行 政機 関 が防 災 計 画 をた て る 時 に は 、住 民 の 意 見 を き ちん と聞 ‥ ‥ 1

い て くれ る

2 2 ）水 害 時 に避 難 情 報 が も っ と伝 え られ れ ば 、被 害 は少 な くな る だ ＝ ‥ 1

ろ う

2 3）居住 地 の災害危険地域 の有無 な どを調べ た りするの は、正直面 ‥‥ 1

倒だ

2 4 ）た くさんの 税 金 を投 入 して、 河 川 の整 備 を進 め る こ と は無駄 な ‥ ‥ 1

こ と だ

あ

ま

り

そ
う

思

わ

な

い

2

2

2

ど
ち

ら
と

も

い
え

な

い

つ
J

3

や

や

そ
う

思

、つ

4

4

非
常

に
そ
う
思
う

5

5

3 4 5

2 3 4 5

2 3 4 5

2 3 4 5

2 3 4 5

2 3 4 5

2 3 4 5

2 3 4 5

2 3 4 5

‾2345

⑳

⑳

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

2 5 ）防 災用 晶 を購 入 す る金 銭 的 負 担 は、 さほ どで は な い ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥・・ 1 2 3 4 5 ⑳

【1 0 3 】
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ま

っ
た
く

そ

う

思

わ

な

い

2 6 ）自分 の住 む地 域 が水 害 に 遭 う こ とが あ る だ ろ う‥・・・・‥ ‥‥ ‥ ‥ ‥ 1

2 7 ）排 水 路 に ゴ ミ が つ ま る な ど して 雨 水 を排 水 で き な くな る こ と は 、 ‥ 1

堤 防 の 決 壊 と同様 に危 険 な こ とだ と思 う

2 8 ）地 域 の 防 災 訓練 に 参加 して み た い と思 う‥ ‥ ＝ ‥ ‥・・‥ －‥ ‥ ‥‥・ 1

2 9）治水の ための公共工事 を強化 すれば、水害のない社会 が実現 で‥・・ 1

き る

3 0）雨 が 降 る た び に 、 「水 害 が起 こ るの で は な い か」 とい う不 安 に … ・ 1

か られ る

3 1）本 来、水 害の被害 を減 らすの は行政 の責任 で、住民が対策 をす・‥・ 1

る必 要 性 は な い と思 う

3 2 ）水 害 の こ と を考 え る と 、 ど う も落 ち 着 か な く な る ‥ ‥ ‥・・‥・ t＝ ‥ 1

3 3）水 害 の発 生 に備 え て、 数 日分 の食 料 や水 は 自分 で準備 すべ き だ ‥ ‥ 1

3 4 ）水 害 の ニ ュ ー ス を 見 る と 、 人 ご と だ と は 思 え な い ‥ ＝・‥ ‥ ＝ ＝ ‥・ 1

3 5 ）堤 防 や 河 川 の 改修 の た め に 、税 金 を い ま よ り多 く出 す こ と につ ‥ ‥ 1

い て は抵 抗 が あ る

あ

ま

り

そ
う

思

わ

な

い

2

ど

ち

ら
と

も

い
え

な

い

つ
J

2 3

2 3

2 3

や

や

そ

、つ
思

、つ

4

4

非
常

に
そ
う
思
う

5

5

4 5

4 5

⑪

⑫

⑳

2 3 4 5 ⑮

2 3 4 5 ⑳

2 3 4 5 ⑰

2 3 4 5 ⑳

2 3 4 5

2 3 4 5 ⑳

もう し ば ら く 、 質 問 は続 き ま す 。

恐れ入 り ます が 、 今 しば ら くの

ご協 力 をお願 い しま す 。

一 次 の ペ ー ジヘ お 進 み くだ さい。

－8－
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ま

っ
た
く

そ
う

思

わ

な

い

3 6 ）住 民 に関 連 す る決 定 をす る と き、行 政機 関 は住 民 の意 見 に耳 を ‥ ‥ 1

傾 け て くれ る

3 7）堤防や河川の改修 に関 する説明会 で は、行政機関の職員 は対等 ‥‥ 1

な立 場 で話 し合 い に応 じて くれ る

3 8）水 害対 策や治水工事に どの くらいの予算が使 われているのか興 … ・ 1

味 が あ る

3 9 ）行 政機 関 は 、 いつ も職 務 をま っ と う してい る ‥‥ ‥ ‥ ‥ … … … ・ 1

4 0 ）自分 ひ と りが水 害 対 策 車 して も、被 害 を減 らせ る と は思 えな い・… 1

4 1）水 害 に関 す る情 報 を行政 機 関 に求 め る と、 包 み 隠 さず に い ろ い … ・ 1

ろ と 説 明 して くれ る

4 2）行政 機 関 は、私 が 自主 的 に水 害対 策 に取 り組 む こ とを 望 ん で い ‥‥ 1

る こ と だ ろ う

4 3）特 定の人だけを対 象にせずに、行政機 関 は常に公共 の福祉 に徹 ‥‥ 1

し て い る

4 4）周囲の人々 は、おおよそ私 と同 じ程度 の水害危機意識 を持 って t… 1

い る よ うな 気 が す る

あ

ま

り

そ
う

思
わ

な

い

2

ど

ち

ら

と

も

い
え

な

い

つ
tJ

2 3

2 3

2 3

2 3

2 3

2 3

や
や
そ
う
思
う

4

4

非
常

に
そ
う
思
う

5

5

4 5

⑪

◎

⑳

4 5 ⑭

4 5 ⑳

4 5 ⑳

4 5

2 3 4 5

2 3 4 5

⑰

⑳

⑳

4 5 ）今 住 んで い る とこ ろ は 、水 害 が起 こ りや す い地 域 だ と思 う‥ ‥ ‥ ‥ 1 2 3 4 5 ⑳

4 6）水 害 で 、 自分 の 家 屋 が床 上 浸 水 す る こ とが あ る と思 う … ‥ … ‥ ‥ 1 2 3 4 5 ⑪

4 7）行政機関や消防署 の防災講習会や防災訓練 があるな らば、参加 …・ 1 2 3 4 5 ⑫

した い と 思 う

4 8 ）水 害 が起 きる前 に 、 い く ら詳 しい説 明 を受 け て も 、被 害 は防 ぐ … ・ 1 2 3 4 5 ⑬

こ と は で き な い

【1 0 3 】
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ま

っ
た

く

そ
う

思

わ

な

い

あ

ま

り

そ

う

思

わ

な

い

4 9 ）浸 水 被 害 は 、住 居 の 盛 り土 を高 くす れ ば軽減 で き る・‥・・・‥ ‥・・・・ 1 2

ど

ち

ら

と

も

い
え

な

い

つ
J

5 0 ）行政 機 関 が 出 す水 害 情 幸酌ま、 お お よ そ一 貫 してい る・・‥・‥・‥・‥・ 1 2 3

や

や
そ

う

思
、つ

4

4

非
常

に
そ
う

思
う

非
常

に
そ
う

思

5

5

5 1）水 害 時 に備 え て 、水 害 に関連 す る保 険 に加 入 してお くこ とが必 ‥ ‥ 1 2 3 4 5

要 だ と思 う

5 2）水 害 が発 生 した直 後 は 、行政 機 関 だ けで は対 応 しきれ な い の で 、 ‥ 1 2 3 4 5

自分 の 力 や近 所 の 助 け合 い で対 応 す べ きだ

⑭

⑮

⑯

5 3）行政 機 関 の職 員 に何 か質 問 す る と、 いつ も正 直 に答 えて くれ る・・・・ 1 2 3 4 5 ⑱

5 4）指 定 され て い る避 難 所 は、浸 水 の被 害 の 受 けや す い場 所 に あ る・＝・ 1 2 3 4

と思 う

5 5 ）で きる だ け行 政 機 関 に頼 らず に 、 自分 の 財 産 や命 は 自分 で守 る ‥ ‥ 1 2 3 4

もの だ

5 6 ）同 じ額 の税 金 を使 うな ら、 河川 の整 備 だ け で な く、被 害者 の補 ‥ ‥ 1 2 3 4

償 制 度 も必 要 だ と思 う

ありが と う ご ざ い ます 。お疲 れ の場 合 に は

ちょ っ と休 憩 して か ら ご 回 答 く だ さ い 。

一次 のペ ー ジヘお進 み くだ さい。

－10－

5 ⑩

5

5

【 10 3 】

⑳
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間1 1 あ な た は、水 害 に関 して 、以 下 の情 幸削こつ い て どの く らい知 っ てい ます か。

⑧⑨⑲ ＝104

1 ） か ら 5 ） ま

での項 目そ れ ぞ れに つ い て 、 あ て は ま る番 号 に ○ をつ け て くだ さ い。

（○ 印 はそ れぞ れ 1 つ ずつ）

ま

っ
た
く

知

ら

な

い

1 ）自分 が住 ん でい る場 所 の水 害 の 危 険性・‥・‥‥ ‥ ‥・・‥ ‥・‥・‥・ 1

2 ）行 政機 関 が行 っ てい る河 川 整 備 の 現 状・‥ ‥・‥‥ ‥・‥・‥・・‥・‥ 1

3 ）水 害 に 関 す る保 険 制度 や仕 組 み ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥ ‥・‥・‥・‥ ‥ ‥ 1

4 ）水 害 時 の 指 定 され た避 難 所 ‥・‥ ‥ ‥ ‥・‥ ‥ ‥・‥ ‥ ‥‥ ‥・‥・‥ 1

5 ）防 災 袋 の 中 に何 を 入 れ て お くべ き か・ ‥・‥ ‥ ‥・・・ ‥ ‥・‥・‥ ‥ ‥ 1

あ

ま

り
知

ら

な

い

2

ど

ち

ら
と

も

い
え

な

い

つ
J

2 3

や

や

知

っ

て

い
る

4

4

非

常

に
知

っ
て

い
る

5

5

2 3 4 5

2 3 4 5

2 3 4 5

間12 あ な た の 家 で は 、水 害 に対 して どの よ うな備 え を して い ます か 。 1 ） か ら 7 ） ま で の 項 目そ

れ ぞれ につ い て 、 あ て は ま る番 号 に ○ をつ け て く だ さい 。 （○ 印 は そ れ ぞ れ 1 つ ず つ ）

また 、 「 そ の 他 に 水 害 に 対 す る 備 え と し て 、 して い る こ と 」 が あ り ま し た ら 、 8 ） に ご 記

入く だ さ い 。

東
海
豪
雨
よ
り

前

か

ら

し

て

い
る

1 ）水 害 の 危 険 が少 な い地 域 へ の 移 転 を考 えて い る ‥ ‥・‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ・

2 ）自分 の 居住 地 域 の浸 水 実 績 図（ハ ザ ー ドマ ップ）を確 認 して い る ‥ ‥

3 ）盛 り土 な どで 家 の土 台 を高 く して い る

4 ）非 常用の飲料水 や食料 を用意 している

●●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

1

1

1

1

5 ）非 常 用 の 持 ち出 し品（貴 重 品 な ど）を ま とめ て い る ‥・‥・‥・‥・・‥・ 1

6 ）浸 水時 の避難場所 を確 認 している ●●● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 1

7 ）ラ ジオ や懐 中 電灯 な どの 防 災用 晶 を用 意 してい る・‥‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥・ 1

東
海
豪
雨

の
後

に
し
た

2

2

2

現

在

は

し

て

い
な

い

つ
J

つ
J

つ
J

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

2 3 ⑲

2 3 ⑳

2 3 ⑳

2 3 ⑳

8 ）そ の他 に、水害 に対 する備 えと して、している ことがご ざい ま した ら、下記の（ ）内に ご記入 くだ さい。

（ ） ．1。4】 ⑳

ー11－



間13 ダムの建 三凡
百又 、 遊水池の整備、河川改修工事、排水ポンプ設置などの水害対策や地域の防

災計画 につい て、行政 機 関 、専 門家 だけで はな く、住 民 を交 えて議論 を行 うべ きだ とい

う意 見 が あ り ま す 。この よ うな意 見 に つ い て の あ な た ご 自身 の 考 え をお 聞 か せ くだ さい 。

以下 の 各 設 問 の そ れ ぞ れ に つ い て 、 あ て は ま る番 号 に○ を つ け て くだ さい 。

（○ 印 はそれ ぞれ 1 つ ずつ）

ま

っ
た
く
そ
う

思
わ

な

い

あ
ま

り
そ
う

思
わ
な

い

ど
ち
ら
と
も

い
え

な

い

や
や
そ
う
思
う

非
常
に
そ
う
思
う

①この よ うな議 論 に お い て 、専 門家 に は

ど の よ う な 役 割 を 果 た し て ほ し い と 思 い ま す か ？

1 ）行政 機 関 と住 民 を仲 介 す る よ うな役 割 を果 た して ほ しい・‥‥ ‥ ‥ ‥ 1 2

2 ）住 民 の側 に立 つ よ うな役 割 を して ほ しい ‥ ‥ ‥‥・・・・・・t・‥・・・‥・・ 1 2

3 ）行 政 機 関 の 意 見 を わ か りや す く伝 えて ほ しい ‥ ‥ ‥・‥・・‥ ‥・・‥・・ 1 2

4 ）科 学 的 ・ 専 門 的 なデ ー タ をわ か りや す く伝 え る役 割 を果 た して ‥ ‥・ 1 2

ほ しい

②あなたは、水害対策 や防災計画 に

住 民 が参 加 す る シス テ ム を作 る べ きだ と思 い ま す か ？・・‥ ‥ ＝・‥ ‥ 1 2

③あ な た 自身 は、 この よ うな議 論 に参 加 して み た い と思 い ます か ？

1 ）自分 が 議 論 に参加 で き る機 会 が与 え られ れ ば 、積極 的 に 参加 し・・‥・ 1

てみ たい

3 4 5

3 4 5

3 4 5

⑳

⑳

3 4 5 ⑰

3 4 5

2 3 4 5

2 ）自分 は あ ま り関心 が な い の で 、 そ うい うこ とに関心 が あ る市 民 ＝ ‥・ 1 2 3 4

に ま かせ た方 が よい

お疲 れ の と こ ろ 、 恐 れ 入 り ま す 。

あと少 しで す 。

一次のペ ージヘお進 み くだ さい。

－12－
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問14 あな た は 、全 治水 予算 を 10 と して 、以下 の 2 つ の対 策 に予 算 配分 す る と した ら どの よ うに

分配しますか。2つ対策の数量＿互＿左＿山 、
ださい 。

部に数 字 を記 入 して く

大規 模 な河 川改 修 を して、 水 害 を起 こ さない よ う にす る対 策・‥・‥・‥

ある程 度 の河 川 の氾 檻 を受 け 入 れ て、 被 害 者 に村 して補 償 す る対 策・‥

＋

合計 1 0

⑪⑫

⑳⑭

問15 この地域 で 、一 昨 年 の 東海 豪 雨 の よ うな被 害 を もた らす大 水 害 は 、今 後 ま た起 こる と思 い ま

すか ？起 こ る と した ら い つ 頃 起 き る と思 い ま す か 。 も っ と も あ て は ま る も

て くだ さ い 。 （○ 印 は 1 つ ）

1 ．二 度 と起 こ ら な い

2 ．5 年以 内 に起 こ る

3 ．10 年 以 内 に起 こ る

4 ．20 年 以 内 に起 こ る

5 ．50 年 以 内 に起 こ る

6 ．10 0 年以 内 に起 こ る

の一つに

7 ．100 年 以 上 後 に起 こ る

8 ．わ か らない

をつ け

間16 あなたご自身の考え方についてお佃いします。塵＿皇＿上必 ＿王⊥」乱じ去

お 2 蜜 ・ 小
し＼ 。以 下 の 1 ） か ら 27） の項 目 そ れ ぞ れ に つ い て 、 あ て は ま る番 号 に○

をつ け て くだ さ い。 （○ 印 は そ れ ぞ れ 1 つ ず つ ）

ま

っ
た
く
そ
う
思
わ

な

い

1 ）今 住 ん で い る と こ ろ に 、 愛 着 の よ う な も の を感 じ て い る ‥ ＝・・t ‥ ‥ 1

あ

ま
り

そ
う

思

わ

な

い

2

2 ）こ れ か ら も 、 今 の と こ ろ に住 み 続 け た い ＝・・・ ‥ ‥ ‥・ ‥ ‥ ‥ ‥ l・・・・ 1 2

ど

ち

ら
と

も

い
え

な

い

3

つ
J

3 ）冒 険 で き そ う な こ と が あ る と 、 気 づ い た と き に は 始 め て い る ‥ … ‥ 1 2 3

や
や
そ
う
思
う

4

4

4

非
常

に
そ
う
思
う

5

5

5

4 ）何 ご と も 安 全 第 一 で あ る ‥ ＝・＝・・‥ ‥ ‥・・ ‥・＝・ ‥ ‥・ ‥・＝ ‥・＝・ 1 2 3 4 5

⑳

⑯

⑰

⑳

⑳

5 ）環 境 を守 らな け れ ば 、人 類 は生 き残 れ な い ‥・ t‥・‥‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ 1 2 3 4 5 ⑩

6 ）世 の 中 の あ らゆ る 出来 事 に危 険 が つ きま と うの は仕 方 が ない ‥‥・＝ 1 2 3 4 5 ⑪

7 ）失 敗 しない よ うに何 ご と も慎 重 に物 事 を進 め る ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥＝ ‥・ 1 2 3 4 5 ⑫

8 ）社 会 の 中 で 、 自分 が どの よ うな立 場 に お か れ て い る か を考 え る ‥‥・ 1 2 3 4 5 ⑬

こ と が あ る

9 ）環境 を守 るためには、生活水 準の低下 を受 け入 れる心構 えも必要 だ・ 1 2 3 4 5 ⑭

【1 0 4 】
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ま

っ
た

く

そ

う

思

わ

な

い

1 0 ）自 然 災 害 は 、 周 期 的 に 起 こ る も の で あ る ‥・ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥・・‥ ‥ ‥・ 1

1 1）社 会 が い か に成 り立 って い るか とい うこ とに つ い て考 え る こ と・‥・ 1

が あ る

1 2 ）難 しい 問題 は全 体 を見 通 してか らで な い と始 め な い・・・‥・・・‥・‥・ 1

1 3 ）社 会 の 中 で 、 自分 は どの よ うに 行動 す べ きな の か を考 え る こ と ‥・・ 1

が あ る

1 4 ）河 川 の豊 か な 自然 環 境 を子孫 の 代 まで残 して お きた い・・・‥ ‥・・‥・ 1

1 5 ）自分 が暮 らす社 会 全 体 の こ とに つ い て考 え るこ とが あ る ‥ ‥・‥ ‥・ 1

1 6 ）自 分 の 力 量 を考 え ず に 冒 険 し て し ま う・‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥・・ ‥ ‥ ‥・・・ 1

1 7 ）危 険 と安全 が混 じ り合 っ て い る こ とで 世 の 中 は成 り立 っ て い る ‥ ‥ 1

1 8 ）こ わ い こ と は 何 で も 嫌 い で あ る ＝ ‥ ‥ ‥ tt・ t ‥ ‥ ‥ t ‥ ‥ ＝ ‥ ‥ ‥・ 1

1 9）今住 ん で い る と ころ の良 い点 （偉 人 の 輩 出・ 快適 さな ど） を他 ‥ ‥ 1

地 区 の 人 に 自慢 で きる と思 う

2 0 ）危 ない所 へ は絶 対 近 づ か な い ‥ ‥ ‥・・‥・‥‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥・‥ ＝ ‥ ‥ 1

2 1）社 会 全 体 が どの よ うな方 向 に動 い て い る か とい う こ とに関 心 が あ る 1

2 2 ）何 ご と に も 用 心 深 く対 処 す る ‥ ‥ ‥ ‥・ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥・・ ‥ ‥ ‥・ 1

2 3 ）自然 災 害 は、 人 間 の 自然 破 壊 に対 す る仕 返 しで あ る・‥ ＝ ‥・‥ ＝ ‥ 1

あ

ま

り

そ

う

思

わ

な

い

2

ど

ち

ら

と

も

い
え

な

い

3

2 3

2 3

2 3

2 3

や
や
そ
う
思
う

4

4

非
常

に
そ
う

思
う

5

5

4 5

4 5

⑮

⑯

⑰

4 5 ⑲

2 3 4 5 ⑳

2 3 4 5 ⑪

2 3 4 5 ⑫

2 3 4 5 ⑳

2 3 4 5

2 3 4 5 ⑳

2 3 4 5 ⑳

2 3 4 5 ⑰

2 3 4 5 ⑳

2 4）危険 と上手につ きあうのが人生 である‥‥… … ‥‥… ‥… …・ 1 2 3 4 5 ⑳
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2 6）自然 災害 は、科 学 技 術 の進 歩 に よ っ て な くす こ とが で きる ‥ l‥・‥ 1 2 3
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2 7）河川 の 自然環 境 を保 全 す る た め な ら、 い ま よ り高 い税 金 を払 っ ‥ ‥ 1 2 3 4 5

て も よ い

⑳

⑪

⑫

（ 裏 面 もお忘 れ な くご記 入 お願 い い た します 。 ）
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問17 我 々 の プ ロ ジ ェク トチ ーム で は、水 害 に強 い ま ちづ く り を推 進 す るた め 、今 後 も、一 年 に一

回 程 度 、ア ンケ ー ト調 査 や イ ン タ ビ ュー 調査 に よ っ て 、住 民 の皆 さんの ご意 見 を幅 広 くお聞

き してい く予定 で す 。今 後 、 この よ うな調査 を行 う場 合 に 、 ご協 力 い ただ ける か ど うか、お

答 え くだ さい 。 （○ 印 は① ② ③ そ れ ぞ れ 1 つ ず つ ）

①訪 問 に よ る イ ン タ ビ ュ ー調 査 を

②電 話 に よ る イ ン タ ビ ュ ー調 査 を

③郵 送 に よ る ア ンケ ー ト調 査 に

1 ． 受 け て も よ い 2 ． 受 け た くな い ⑳

1 ． 受 け て も よ い 2 ． 受 け た くな い ⑭

1 ． 回 答 し て も よい 2 ． 回 答 し た くな い ⑳

問18 調 査 に ご協 力 い た だ け る と回答 され た方 は 、 お名 前 と ご住 所 をお書 き くだ さい 。

（② 電 話 に よ る イ ンタ ビュ ー調 査 を「受 けて もよ い」とお答 えの 方 は電話 番 号 もお願 い しま す。）

「■○

し
香車∩県 南 ・ 君K 恢

市外局番
密書

お名前

間19 その ほ かに 、水 害 に関 してや 、 この ア ンケ ー ト調 査 につ い て、 ご意 見 、 ご感想 な どが ご ざい

ま した ら ご 自 由 に お 書 き くだ さ い 。

※以 上 で 、 調 査 は終 わ りで す 。 ご協 力 あ り が と う ご ざい ま した。
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